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会 報 第 4号

巻

頭

の

こ
と
ば

会
長
官
澤
次
郎

一
わ
た
し
た
ち
関
東
同
窓
会
は
今
年
三

雪
Ｐ
Ｉ
Ｌ

「

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐
―

年
目
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
盛
に
な

っ
て

参
り
ま
し
た
。

イ
期
幹
事
の
協
力
に
贅
る
先
般
の
総

会
は
ま
こ
と
に
向
供
に
旦
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
し
、
ゴ
ル
フ
会

・
＾
イ
キ
ン

′
会
等
、
親
睦
の
催
し
も
世
話
人
の
ご

活
躍
で
同
窓
徊
集
い
倶
に
心
か
ら
楽
し

き
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
言

ば
し
ｔ
，
と
感
謝
中
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。さ
て
、
わ
た
く
し
た
ち
の
母
●
は
来

年
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
百
年
の
歴
史

は
良
き
伝
統
と
な
っ
て
生
き
続
け
、
か

つ
て
わ
た
く
し
た
ち
を
育
て
た
如
く
、

こ
れ
か
ら
も
，
南
饉
児
を
育
ん
で
行
く

事
で
し
ょ
う
。

そ
れ
を
思
い
ま
す
時
、
わ
た
く
し
た

ち
は
こ
の
節
目
を
祝
い
、
記
念
事
業
を

盛
大
に
、
意
義
あ
ら
し
め
る
よ
う
力
を

合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
し
ま

す
。今
回
の
会
報
が
こ
の
点
を
取
上
げ
、

「
ふ
る
さ
と
特
集
」
と
致
し
て
居
０
ま

す
の
も
．
そ
の
意
味
と
考
え
ま
す
。
さ

さ
や
か
な
努
力
で
は
あ
っ
ま
す
が
、
何

等
か
の
お
役
に
立
ち
ま
す
様
、
心
か
ら

希

っ
て
こ
ろ
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

於
日
比
谷
三
井
ビ
ル
大
会
議
室

ソ
ー
ス
漬
け
に
し
て
ス
ク
つ
き
な
が
ら

の
先
輩
後
輩
交
歓
風
景
等
々
場
内
は
静

中
静
高
色
の
熱
気
に
満
ち
、
予
定
の
二

時
間
は
忽
ち
に
し
て
過
ざ
、
例
に
よ
っ

て
名
応
援
回
長
丼
出
多
米
夫
氏
の
音
頭

着
手
応
，
団
長
望
月
静
雄
氏
の
指
揮
で

，
南
健
児
を
高
ら
か
に
歌
い
■
げ
て
散

会
し
た
。

又
、
受
付
室
に
は
石
部
屋
の
安
倍
川

餅
．
口
尻
屋
の
山
業
漬
、
東
海
軒
の
鯛

め
し
等
々
名
産
品

コ
ー
ナ
ー
が
日
設
さ

れ
て
此
の
方
も
大
繁
昌
で
あ

っ
た
。

今
回
の
総
合
は
会
員
の
郷
上
ノ
ス
タ

ル
ジ
ア
と
物
価
高
に
対
す
る
会
質
問
題

か
ら
出
発
し
た
企
画
で
あ

っ
た
が
、
舎

の
設
営
を
自
営
で
実
行
す
る
に
当

っ
て

会
場
借
月
の
ん
に
は
■
０
口
山
田
富
芯

実
氏
の
尺
力
が
あ
り
、
静
岡
名
物
実
現

の
為
に
は
在
京
六
＋
七
回
生
成
岡
英
彦

・
，
原
由
〓
，

朝
比
余
正
三
二
氏
の
■

た
と
静
同
の
同
級
生
桜
丼
昌

一
郎

・
級

円
〓
書
彦

・
永
丼
滋
惟
三
氏
の
献
身
的

サ
ー
ビ
ス
が
あ

っ
た
事
及
び
こ
の
資
を

企
画
し
推
進
し
た
奥
野
副
会
長
の
情
熱

を
見
逃
す
訳
に
行
か
な
い
で
あ
ろ
う
．

結
果
に
三
千
円
会
費
で
デ
ザ
イ
ン
手
●

と
山
芸
漬
の
お
■
産
付
で
は
安
い
と
の

好
評
大
盛
会
と
な

っ
た
の
み
た
ら
ず
、

こ
の
企
画
実
行
過
程
そ
の
も
の
か
ら
静

岡
と
東
京
の
■
近
と
ｔ
う
効
果
を
生
ん

だ
と
も
考
え
ら
れ
、
今
後
の
発
展
が
楽

し
ま
れ
る
。
　
　

　
　

（月
見
■
記
〉

フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
の
司
会

に
よ
っ
て
開
会
、
宮
沢
会
長
換
拶
、
高

橋
本
部
副
会
長
換
拶
、
吉
川
母
校
々
長

六
月
三
日
興
東
〓
部
総
会
が
．
来
賓

に
■
川
晴
夫
母
技
々
長
、
鈴
木
厳
夫
先

生
、
鈴
木
与
平
同
窓
会
々
長
、
高
橋
孝

三
同
副
会
長
、
菫
月
静
雄
百
周
年
事
業

委
事
務
局
、
鈴
木
真
十
■
部
支
都
幹
事

更
に
恩
師
古
曳
保
正
先
生
を
迎
え
て
日

比
谷
三
井
ビ
ル
大
会
議
室
で
賑
や
か
に

行
わ
れ
た
。

今
回
は
郷
土
色

（郷
上
食
？
）
同
省

会
と
あ

っ
て
出
席
何
と
四
百
二
十
名
、

さ
し
も
の
会
場
も

一
杯
と
な
つ
会
場
係

委
員
を

＾
ラ
バ
ラ
さ
せ
る
程
の
盛
会
と

な

っ
た
。

此
の
口
定
刻
前
か
ら
実
行
委
員
は
会

場
、
■
擬
Ｅ
、
名
産
品

コ
ー
ナ
ー
等
の

準
備
に
■
だ
く
で
あ

っ
た
が
、
特
に
女

性
会
員
が
率
先
し
て
ト
ッ
パ
ソ
ム
ー
ア

社
及
び
大
雄
社
派
遣
の
女
性
社
員
と
会

報

・
名
綺

・
お
上
産
等
の
袋
詰
作
業
や

ら
受
仕
や
ら
に
大
活
曜
で
会
を
幸
や
か

に
杉
り
、
―
ッ
パ
ン
ム
ー
ア
の
プ
ラ
ス

バ
ン
ド
演
美
と
共
に
雰
囲
気
を
盛
り
あ

げ
た
。
会
は
昨
年
同
様
鳥
非
滋
夫
氏

（
“
期

挨
拶
に
引
続
き
議
事

に
入
り
、
二
十

一
午

度
事
業
報
４
Ｒ

同
合

計
報
告
、
同
■
■
報

告
並
に
五
＋
二
年
度

事
業
計
画
同
予
算
に

つ
い
て
■
員
会
提
案

を
可
決
、
議
親
会
．

■
づ
当
日
の
最
先

輩
二
十
三
日
卒
業
の

池
日
”
氏
の
音
頭
で

乾
杯
、
恩
師
占
曳
先

生
の
挨
拶
と
進
み
、

要
務
途
中
で
馳
付
け

た
鈴
木
与
平
同
窓
会

長
の
挨
拶
に
よ
で
先

般
硫
運
動
の
結
果
再

交
付
を
受
け
た
野
球

部
の
甲
子
国
優
勝
旗

レ
ブ
リ
カ
の
紹
介
と

/

し

〈 1)

〓
氏
、
国
友
工

一
氏
等
の
按
拶
に
至
っ

て
メ
囲
気
は
最
高
れ
と
な

っ
た
。

会
場
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
予
告
の
通
り

に
え
き
，
お
で
ん
．
黒
は
ん
べ
ん
フ
ラ

イ
、
書
麦
ず
し
等
々
■
陵
し
―
静
岡
名

物
が
並
び
、
捜
撲
店
で
は
お
で
ん
や
フ

ラ
イ
の
屋
台
実
演
を
や
っ
て
居
る
と
言

う
趣
向
で
、
往
時
の
悪
童
に
帰

っ
た
会

員
諸
氏
は
式
は
お
て
ん
に
青
海
吉
、
グ

シ
粉
を
ま
ぶ
し
て
頬
張
り
な
が
ら
久
闘

を
叔
し
、
或
は
黒
は
ん
べ
ん
フ
ラ
イ
を

・
ヽ
　

　

　

・　
・　
・　
●

Ｃ

郷

土
色

豊

か

に

五
十
二
年
度
総
会
開
か
る

当
Ｌ
の
選
手
上
野
精
　
　
　
給
会
は
景
　
　
　
　
於
日
比
谷
〓
■
ビ
ル
大
会
議
す
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第 4号 (2,

校
創
立
百
周
年

記
念
事
業
準
備
す
す
む

纂
に
つ
せ
て
は
．
以
前
か
ら
校
史
資
ヽ

委
員
会
を
設
置
し
て
、
資
料

の
収
葉
を

，

っ
て
来
た
の
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
人

数
の
資
料
委
員

の
外
に
同
恋
会
殺
員
全

員
を
続
ヵ
委
員
と
し
て
委
嘱
し
て
．
一■

に

一
層
の
資
ヽ
収
集
に
，
力
す
る
こ
と

を
約
し
た
の
で
あ
る
．

こ
う
し
て
百
月
年
に
対
す
る
意
融
を

同
窓
生
に
高
場
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の

で
あ
る
．

５１

・
７

・
¨

百
周
年
の
証
繊
と
し
て
は
５
月
に
大

構
を
決
め
た
の
み
で
規
約
と
か
施
行
細

卿
ま
で
は
決
定
し
て
な
い
の
で
あ
る
中

で
、
東
、
■
、
西
の
広
域
支
部
に
更
に

協
力
を
要
請
す
べ
く
、
同
窓
会
正
副
会

長
及
び
事
務
局
の
三
者
て
百
周
年

に
対

す
る
意
志
統

一
を
し
て
お
く
べ
き
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
．
こ
こ
に
同
窓
会
工

副
会
長
及
び
事
務
局
に
よ
る
三
者
の
会

合
を

「
三
役
会
」
と
称
し
て
、
毎
月
定

難
的

（
第
三
土
曖
）
に
会
合
を
も
つ
こ

と
に
し
た
。

■

・
７

・
Ｉ

中
部
支
都
総
会

＾
名
古
屋
）
開
催
を

機
に
．
今
回
は
統

一
さ
れ
た
考
え
で
、

名
古
屋
に
関
西

・
■
部
の
広
域
支
部
役

員
に
お
案
，
願
い
百
周
年
人

の
協
力
を

要
請
し
た
と
こ
ろ
．
両
支
都
と
も
全
カ

を
挙
げ
て
の
協
力
を
約
し
て
く
れ
た
の

で
あ
る
。

１

８

１

賀
東
ユ
部
を
訪
ね
．
支
部
首
脳
部
に

協
力
を
要
請
し
．
支
部

の
意
向
も
充
分

反
映
す
べ
く
長
時
間
審
談
し
た
。

ｌ

Ｙ

９

給
会
の
為
の
、
同
葱
会
理
事
会
を
開

催
し
、
そ
の
片
上
百
月
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
に
切
り
苦
え
て
、
百
年
条
に

つ
い
て
の
規
約
、
施
行
細
則
を
水
記
し

規
約
に
基
づ
き
、
副
会
長
三
氏
が
そ
れ

そ
れ
総
務

・
行
事

・
募
金
の
委
員
長
に

な
り
．
第

一
回
の
４
委
員
会
を
用
く
に

至
っ
た
．
委
員
に
つ
い
て
は
５
月
２
ロ

の
席
■
．
委
員
ら
委
嘱
を
会
長
に
，
さ

れ
て
０
る
為
、
そ
の
後
‘
委
員
で
は
委

鳴
状
を
発
送
し
て
あ

っ
た
の
で
．
第

一

員
の
‘
委
員
会
を
容
場
に
も
つ
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
委
員
会
は
顔
合
せ
が
主

体
だ
っ
た
と
い
え
る
が
、
次
回
の
委
員

会
予
定
等
も
検
討
さ
れ
．
‘
委
員
か
ら

活
発
な
意
見
も
山
．
百
年
祭
に
取
つ
組

む
姿
勢
は
か
た
，
熱
心
で
あ

っ
た
．
‘

委
員
会
も
進
ん
で
行
く
中
で
．
種
々
の

任
走
を
検
討
し
つ
つ
前
進
す
る
こ
と
に

な

０
た
．

以
下
．
総
務

・
行
事

・
募
金
の
委
員

会
別
に
要
点
を
提
示
す
る
。

総
務
委
員
会

，
・
Ю
・
９
　
第

一
回
委
員
会

顔
合
わ
せ
．
意
見
交
換

■

・
■

・
却
　
第

一
回
百
年
吏
刊
行
小

委
員
会

表
紙
画
を
芹
沢
鐘
介
氏
に
よ
頼

百
年
史
は
寄
附
金
の
見
返
り
に
は
一

切
せ
ず

５１

・
１１

・
ｒ
　
第
二
回
百
年
史
刊
行
小

委
員
会

百
年
史
を
大
日
本
図
書
印
刷
盤
に
決

定
、
五
十
円
で
二
千
部
発
行
．
‘
”

で
割
当
消
化
の
方
針

５１

・
２
・
６
　
第
二
回
総
務
委
員
会

記
念
施
設

．
記
念
品

・
応
援
歌

・
百

周
年
記
念
と
し
て
レ
フ
リ
カ
あ
一
検

討
．
市
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
Ｎ

誓
を
招
聘

２

・
１

・
Ｄ
　
第
ニ
ロ
総
務
委
員
会

記
念
式
丼
、
Ｎ
響
招
窮

の
日
程
検

討
．
予
算
の
検
討

・
記
念
碑
作
成
を

決
定

佗

・
２

・
ｒ
　
第
四
回
総
務
委
員
会

総
務
委
員
の
追
加
委
嘱
を
し
、
小
姜

員
会
に
分
コ
、
法
人
の
寄
付
免
■
を

検
討
、
レ
ブ
リ
カ
受
領
方
法
検
討

２
・
３

・
“
　
第
五
口
総
務
委
員
会

レ
プ
リ
ヵ
受
領
報
告
．
駿
府
会
館
ロ

理
の
検
討
．
各
小
委
員
会
の
報
告

百
年
史
小
委
員
会
会
合

２
・
４

・
２３
　
百
年
祭
実
行
委
員
会

総
務
委
一員
会
の
経
過
報
告
．
承
認

２

．
６

．
巧
　
第
六
回
総
務
委
員
会

百
午
■
の
現
状
報
告

（Ｂ
５
版

・
一

二
〇
〇
ぺ
ｌ
ジ
）
分
科
会
報
告
、
記

念
館
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

５２

・
９

・
２１
　
第
七
日
総
務
委
員
会

百
午
史
庁
文
の
件

（煙
字
、
庁
文
ヨ

私
達
の
■
校
．
静
岡
中
学

・
静
同
高
校
の
創
立
百
日
午
は
明
昭
和

二
十
三
年
に
迫
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
様

に
．
静
岡
で
は
そ
の
記
念
事
業
を
有
意
義
．
■
、
盛
大
に
，
う
為
ニ

実
行
委
員
会
を
作

っ
て
準
備
を
進
め
て
し
ま
す
．

百
年
と
い
う
歴
Ｌ
を

一
つ
の
節
日
と
し
て
区
切
り
、
整
理
し
．
ま

と
め
る
盲
は
矢
張
０
大
き
な
意
義
を
持

っ
て
居
０
ま
し
ょ
う
．
夕
私

達
自
身
に
と

っ
て
も
．
今
流
行
の
ル
ー
ツ
等
と
い
う
言
葉
を
用
い
ず

と
も
．
と
も
す
れ
は
ヽ
れ
が
ち
な
白
ら
の
原
点
を
省
み
る
機
会
と
し

て
も
価
値
あ
る
も
の
で
は
な
し
て
し
ょ
う
か
。

Ｔ
度
今
私
達
は
来
る

一
年
の
計
を
樹
て
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

出
来
れ
ば
来
年
の
計
画
の
中
に
式
■
参
加
の
日
程
を
取
り
、
少
く
と

も
事
業
資
金
の

一
端
を
荷
い
度
い
も
の
で
す
．

そ
こ
で
式
丼
ま
で
既
に

一
年
を
割

っ
た
今
日
．
更
め
て
静
岡
の
同

窓
会
事
務
局
に
運
動
経
過
と
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
遇

刷

・
５

・
″

合
同
後
員
会

（
迎
■

・
評
議
員
）
を

同
‘
会
と
し
て
鳳
校
同
な
会
館
で
招
４

し
、
そ
の
Ｉ
上
百
周
年
に
対
す
る
こ
れ

ま
で
の
経
過
を
報
告
し
．
百
同
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
を
設
置
し
て
実
行
，
一

員
会
会
長
に
伺
窓
会
長
を
推
戴
す
る
こ

●

G

会     報

′

と
を
，
用
し
．
委
員
に
つ
い
て
は
委
員

長
か
ら
委
嘱
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

同
窓
会
事
ゆ
局
か
ら
百
周
年
記
念
事

業
に
つ
い
て
の
事
業
、
並
に
こ
れ
に
伴

う
予
算
案
を
提
出
し
て
、
百
周
年

の
大

朴
を
記
め
ら
れ
た
．
勿
論
細
部
に
つ
い

て
は
今
後
更
に
検
討
し
て
煮

つ
め
て
行

く
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
当
然
予
想
さ
れ
る
百
年
史
編 |■ .

■
■
一　
●
■
■
■
● ●

‘
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向  ,0 1 1

同  
“

 ,

両  1` ` ,

は■, 2,1“

浴 単 概 要

静同わ範年●角に中学科 tl彎 設.

中宇:|を 分燿して
"欄
■字,と 称し同餃|``,「置

票
'解
岡 浜松 沼津0・P′校を合併●‐ 界■,コ‐学校[称 し 仮校合

:鼻奎奎ネ■ ■警擦著所在地.動産療|1場 彗,5應躊,で授ドを
"施
.生徒

0"人 .

第 |_,4案■書慢与式挙行.キ 撻生
`人
.

市内西,ま町●新
"=ttt●

 2,年
`,静
倫=ヤ中学校[故称.

市内,3,"焼 ま含●蓼転.4.`|_■ ■ ,00人 .
籠高■ |,い閾■■′

=壺
卜_

剤立

“

周年記t人 奥挙|、 記を,卒 tt,"窓 , ′|■ ,兄 及び―摯有痣0寄嬌
生|●
=,配 ,籠

建

“

..

`歌
制定.

生

`t定

員10∞人と′
``.

F́鮨保護者全:1設 .晟
=」
[倒 |● ■産■―標五漱宝珀●.

20学豪[|● ●.

創,● ,周年記念式班攣行.記念手案
=し
て1可客会 4i保穫音

"′
 ―般有志●寄

附01●
=,図
斉饉完R.´ ―,11,iL地動島鷹薇.

夫F睦 下行幸せ●れ 授業技′諸世動を携覧導 iさ れ●_
1,高 1碑 ,女関前ヽ建設.

辿働鴫」ヽ張完成.

辞●新筆完成.

生掟定■―学年ち0人と●
`.

よ●ケ懇と′,る .

職■によ,餃書全焼.

imヽ
`扶
み金属裸兵4‖ _青年学校

`使
浅吉としヽ 投葉を行う.

仮枚奮脩竜に,,4雪 全)i

●皇陸「 ●幸せ●る.

市内小児‐姜■ェ業株式」 [● 格所
=●
世吉
=し
てし転.

|!a嚇厳摩
=壺
機● "舎

=●
●3転 .

新笙詢実屁|● ■,静同■,静爬第 ヽ等■ヒ
=■
る.

遠侑撤薫部設置第 1■■,準 .

定時割設置定員 1“ 名

雰々■字襴度を実鷹 校名●,日県立●樹嫁|',高等学校とな杯.
生徒定員1.0"各 ●■● .

定時ヤ∫生徒lt貫 ,,:|=と ●●.

1,内●谷II伎地に新窒秒舎年 期エネ鉄紡‐庵確―棟懺工.逆 ,″ 坪.
筋&`に 澪2.第 3■年を取,t‐

=■
1貰●.

第2聾埃ェ.延 ,,,■ .

■内I室 |●■個0第 1■1年 も所餞
=|●
移●完了.

餃名
=俸
鯛県立静

“

高尋学校と、́称.

創ヤ,,F年 記,式Rび伐舎落減式挙行.

■青健兼誇●灌I式挙行.

,i信■,t竜 校|キt● ■.

全,11■ 健定■ 11,1名 と″0.

■」湘4.従デ 員 12∞ 名,■ 4.

全
=ol■
陀1:ni4,● 名と,る .

Л
`m鰻
|,客芸亀な戌式,″ .

合掃所落戊.

全日■14‐

`[■

■ ,御1名
=′``.

給,■  ■●竣■.
全日制生 L●● 1.t"名

=″
●.

′ ′・こ滲■4莞■.
全
=抽
t掟定質 1,,`名 とιO.

●世欄 1.■定員 ,。 ,1名 It● .

■日初4,■ .,員

“

,名
=`る

.

定オ制に面4.■護科(定■ ,0名 ′授慢
=れ
●.

運壼場,間押明装超莉設|`.
■・●′・ '増

設工●完成する.

●」尉■,定員,01,.1:=,制t掟定●
`,,名
と,る .

全日制生徒in,5't 定時制4.■定■●11名●■る.
全日割■徒定員,もイ 定蒔嗣1.徒定■

``|==●・
.

0,割生
`え
建■ ,∞
=.定
時綱■徒定●イ

“

名ι″
`.

第2体
'簡
落咸 ■
'10体 'ロ

ー1'■斃完京|る .

,1,'1資 定■1.|&.′ 定崎桐生徒定A“0名とな
`.

今日制t従定員 1“ 0名 .定時制生配ι■ |い 名となる.

&管第 1様瑠筆工事摯L

筆
者
の
法
定
）
庁
沢
を
介
氏
作
品
展

承
認
、
分
科
会
報
告

”

・
１０

・
●
　
第
八
回
総
務
委
員
会

分
科
会
報
告
、
百
年
Ｌ
予
約

委
員
長
代
理
選
出

×
　
　
　
　
　
　
　
×

行
事
委
員
会

５１

・
１０

・
９
　
第

一
口
行
事
委
員
会

顔
合
わ
せ
、
意
見
交
換

５１

・
２

・
４
　
第
二
回
行
〓
委
員
会

記
念
式
奥

（
い

・
Ю

・
７
に
決
定
）

の
検
討
、
慰
霊
祭

・
識
演
会

・
資
料

展

・
記
念
、́
―
テ
ィ
の
各
委
員
会
に

分
担
．
印
高
展

・
招
待
試
合
の
検
討

ｍ

・
１２

・
Ｂ
　
第
二
同
行
事
委
員
会

小
委
員
会
の
分
担
原
案
の
諒
承
、
チ

ー
，
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
提
案

２

・
２

・
３
　
第
四
口
●
事
委
員
会

運
営
小
委
員
会
結
成
、
Ｎ
響
細
部
検

討
、
分
科
会
活
動
業
告

×
　
　
　
　
　
　
　
×

募
金
委
員
会

５１

・
Ю

・
９
　
第

一
回
募
金
委
員
会

顔
合
わ
せ
、
意
見
交
換

工

・
１０

・
”
　
第
二
回
募
金
委
員
会

募
金
小
委
員
会
を
設
置
、
各
期
維
持

費
の
納
入
状
況
を
参
考
に
イ
期
の
割

当
を
出
す
事
を
検
討

５１

・
■

・
“
　
第

一
回
募
金
小
委
員
会

客
期
募
金
割
当
額
の
原
率
の
提
出
及

び
修
正
案
の
作
成

２

・
２
・
１５
　
第
二
日
募
金
委
員
会

各
期
割
当
額
の
発
表
と
承
認
、
郵
送

料
の
還
元
率
の
決
定
、
”
期
以
前
及

び
“
期
以
降
は
個
人
宛
に
よ
頼

５２

・
３
・
５
　
第
四
回
募
金
委
員
会

前
回
欠
席
者
及
新
委
員
を
対
象

２

・
３

・
１４
　
個
人
宛
の
募
金
書
類
発

送

―
行
事
委
員
会
―

期
日
　
昭
和
５３
年
Ю
月
７
口

（■
）

１
記
念
式
典
　
１０
時
′
１１
嗜

慰

霊

荼
　
ｎ
時
１０
分
′
ｎ
叶
３５
分

・
７

・
％
　
第
五
回
募
金
委
員
会

各
期
状
況
報
告
．
２０
万
円
以
上
は
大

口
扱
い

・
９

・
２０
　
第
六
回
募
命
委
員
会

広
告
代
の
上
限
に
Ю
万
円
．
名
簿
の

広
告
は
別
に
考
え
る
。
年
内
完
納
を

目
標
と
す
る

×
　
　
　
　
　
　
　
×

創
立
百
周
年
記
念
式
共
等
の
日
程

請

　

表
　
　
　
．
　

―
―
―

●
　
１１
■
５
，
　

‐―

‐―

ヽ
司

ヽ

１

４

分

′

２

．

‐

．

´
Ｆ
窓
÷
一　
　
　
．
時
Ю
テ

；

●
三

κ

モ

　

　

‘
、
′

２
記
念
パ
‐
秘
枯
，

生
徒
参
列
¨
兄

・

ワ
　
　
“
時
３０
分
、

、

３
・驀
『
囃
　
鰤
諭
』
削
上
駿
府
会
館
）

◎
市
¨
呻
緒
メ
一
〔
一
¨
珈
野
求
）
体

‐
Ｆ
サ
‐
ビ

々
　
　
―

ヽ
＾
レ
　
′‐

日
叶
　
Ю
一
　
Ｎ
響
公
漬
　
‐
ヽ

鵬痢，　耐「［^
本）６け半

二
千
円
前
後

同

口

同

月

同

同

向

”

卜

●

同

●

●

「11

′

し

伺

増和

"
向

伺

11

1可

同

同

1司

1可

伺

日

嵐

同

同

同

1可

同

同

11

1可

同

='

■

し

同  4,

n   ``

「可 `0

10  ``

日 ●
`

|| `●

11 11
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母
　
校
　
〈マ
　
上曰

私
ｉ
の
静
中
静
高
の
泄
■
と
，
状
を
出
介
す
る
ん
に
学
校
か
ら
■
に
学

校
要
覧
を
提
供
し
て
●
き
ま
し
た
。

（前
員
の
沿
■
概
要
を
含
む
）

前

岡

高

年

学

ａ

配

置

図

●

0

●.,

¬ |
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―

‘

―

ヽ

■

一八
）
に
投
稿
さ
れ
た
も
の
で
．
五

二
回
■
の
戸
塚
広
吉
氏
が
当
時
の
真
面

日

一
方
の
静
中
生
徒
の
中
で
特
に
校
旗

旗
手
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
肩
仰
に
近
い

様
な
者
き
感
激
を
以
て
校
旗
を
護
持
し

又
研
究
し
よ
う
と
し
た
記
録
で
す
。

現
在
の
感
覚
か
ら
は
消
稽
に
感
す
る

人
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の

時
ヽ
の
■
市
健
児
達
が
，
置
こ
そ
は
静

中
の
●
統
の
象
徴
と
し
て
大
真
面
日
に

神
聖
視
し
て
い
た
事
が
う
か
が
わ
れ
る

と
思
い
ま
す
。

尚
、
特
に
原
文
の
ま
ま
と
し
、
旧
仮

名
遣
い
に
な
っ
て
日
ま
す
。
御
了
解
下

さ
る
様
御
願
い
ま
し
ま
す
。

川
で
す
．

宵
川
か
ら
片
山
べ
と
歩
き
続
け
ま
し

た
が
，
度
昼
食
時
に
な
っ
た
も
の
で
す

か
ら
、
と
か
く
戦
と
言
う
も
の
は
腹
・が

減

っ
て
は
仕
方
が
な
い
と
い
ぶ
の
は
孫

呉
の
兵
法
に
あ
る
―
―
か
な
い
か
如
り

ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
昼
食
を
食
べ
る

事
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
と
あ
る
店
の

前
で
休
息
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

×
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ

生
徒
が
ど
や
ど
や
と
丼
戸
端
べ
手
を

洸
，
に
行
き
ま
し
た
。
私
は
ぼ
つ
た
ん

と
店
の
腰
妍
に
か
け
て
み
ま
し
た
。
所

べ
生
徒
メ
瓦
を
，

っ
て
来
ま
し
た
。
瓦

と
い
っ
て
も
今
あ
る
様
な
風
色
を
し
た

あ
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
ヽ
も
の
、

赤
い
も
の
、
業
が
か
っ
た
も
の
等
色
々

あ
り
、
厚
さ
も
厚
く
，
々
か
た
０
も
の

で
す
。
そ
し
て
そ
の
瓦
の
面
に
は
格
子

形
が
、
一異
に
は
布
の
日
が
つ
い
て
居
り

ま
す
。
こ
う
い
う
瓦
は
大
体
平
安
時
代

以
前
の
も
の
で
、
私
建
に
市
鳳
瓦
と
総

称
し
て
ゐ
ま
す
。
そ
れ
を
沢
山
拾

っ
て

来
ま
し
た
。

一
体
是
を
ど
う
思
は
れ
ま
す
か
。
私

は
寺
て
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

ひ
廻
し
ま
し
た
．
尤
も
始
め
は
証
か
拾

っ
て
来
た

（
こ
の
少
し
市
に
清
泉
寺
復

と
い
ぶ
瓦
鮨
場
が
あ
り
ま
す
か
ら
）
位

に
考
べ
て
居
ま
し
た
が
、
余
０
多
い
瓦

な
の
で
考

へ
直
し
た
ま
で
の
ま
で
す
。

で
は
何
か
寺
の
名
残
で
も
無
い
か
と

店
の
人
に
た
づ
ね
て
み
ま
す
と
茶
畑
の

中
に
大
き
ヽ
石
が
あ
る
と
の
事
で
す
。

ｔ
は
じ
め
た
、
そ
れ
こ
そ
寺

の
礎
石
に

違
ひ
な
い
と
こ
う
思
ひ
．
生
徒
に
末
畑

の
中
を
′
し
て
も
ら
ひ
ま
し
た
。
た
ち

ま
ち
畑
の
中
に
躍
り
込
ん

だ

生

徒

は

「
あ
り
ま
し
た
」

「
あ

っ
た
」
と
云
ひ

乍
ら
軽
く
茶
畑
を
飛
び
越
し
て

，
こ
こ

に
も
」

「
あ
そ
こ
に
も
」

…
…
こ
の
時

●
う
れ
し
か
っ
た
●
は
、
か
な
い
長
し

私
の
研
究
生
活
で
も
あ
ま
，
経
験
し
た

事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
落
着
ｔ
て

礎
石
の
配
一に
を
調
べ
て
見
ま
す
と
、
市

北
に
は
正
し
く
二
つ
の
石
が
な
ら
び
、

そ
の
間
隔
も
十
二
尺
．
十
六
尺
、
十
六

尺
、
＋
二
尺
と
規
則
正
し
ｔ
の
で
す
。

こ
の
状
態
で
は
確
に
普
の
ま
ま
で
す
か

ら
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

×
　
　
　
　
　
　
　
×

で
は
こ
の
寺
は
い
つ
頃
の
も
の
か
と

，
ひ
ま
す
に
、
名
も
分
ら
な
い
位
で
す

か
ら

一
切
解
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
多
く

の
瓦
片
の
中
か
ら
花
瓦

一
箇
を
得
ま
し

た
。
そ
れ
を
波
足
立
燎
太
郎
先
生
の
何

尽
力
に
よ
り
関
野
貞
陣
■
に
見
て
い
た

だ
く
折
を
得
ま
し
た
が
、
博
十
は
奈
良

時
代
の
後
期
と
の
御
鑑
定
で
し
た
。
そ

れ
で
ヽ
つ
創
設
さ
れ
た
か
は
解
０
ま
せ

ん
が
．
奈
良
時
代
の
後
期
に
は
厳
た
る

大
伽
藍
で
あ

っ
た
事
だ
け
は
確
で
す
。

そ
れ
も
小
さ
い
瓦
の
一
片
か
ら
解
ち
た

月
見
里
　
得
知
郎

％ヽ
回
）

私
庁
が
静
中
に
入
学
し
た
昭
和
八
年

頃

「静
中
郷
土
研
究
会
」
昭
し
て
郷
研

と
ｔ
う
ク
ラ
ブ
活
動
が
出
来
て
、
枝
友

会
の
文
化
理
勁
部
の
中
に
は
入
っ
て
い

な
か
っ
た
け
れ
ど
も
，
々
盛
に
活
動
し

た
も
の
で
し
た
。

地
理
、
歴
え
、
■
物
等
の
先
生
が
指

導
員
と
な
っ
て

「山
野
を
餃
渉
」
し
た

，
村
■
を
訪
ね
た
り
し
て
、
考
■
学
、

地
質
、
人
文
、
城
砦
、
土
物
等
の
野
外

研
究
を
し
た
。
と
言
え
ば
大
層
立
派
に

問
え
ま
す
が
、
当
時
の
私
達
駈
け
出
し

は
、
茶
畑
や
芋
ｎ
を
に
っ
つ
き
歩
い
て

古
瓦
や
上
器
石
器
の
類
を
お
い
廻

っ
た

り
、
先
生
の
後
を
プ

ロ
プ
ロ
と
随
い
て

歩
い
て
．
日
合
家
の
問
取
り
を
問
い
た

り
、
橋
の
た
も
と
に
一
日
腰
か
け
て
迪

る
人
や
車
を
記
録
し
た
り
、

「論
文
」

と
称
す
る
レ
ボ
ー
ト
を
言
い
た
り
し
て

，
意
に
な

っ
て
量
た
も
の
で
す
。

然
し
．
結
構
．
研
究
実
績
も
あ
が

っ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
日
、
そ
の

会
計

「椰
の
か
を
り
」
を
母
校
の
資
料

室
に
発
兄
し
て
非
常
に
使
し
く
、
且
貴

重
に
感
す
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
て

し
ょ
う
。
そ
こ
で
、

「郷
の
か
を
，
」

か
ら
二
つ
程
記
事
を
紹
介
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

「元
の
一
片
よ
０
発
見
し
た
奈
良
時

ヽ
の
古
■
片
山
廃
寺
物
語
０
」
は
、
当

時
地
理
歴
史
の
教
官
で
あ

っ
た
大
沢
和

夫
先
生

（そ
う
で
す
。

「
‥
‥
■

′
マ

が
吹
き
出
す
。
デ
ー
‥
‥
。
こ
う
い
う

形
が

，
一
―
デ
…
…
」
の
惧
し
き
カ
ラ

ス
先
生
で
す
）
が
名
古
屋
新
岡
に
熟
筆

さ
れ
た
も
の
を

「郷
の
か
を
つ
」
第
十

二
号

（昭

一
〇
■

一
・
一
五
）
に
転
戦

し
た
も
の
で
す
。

こ
の
頃
、

「椰
の
か
を
，
」
誌
上
で

も

「
片
１１１
廃
寺
は
駿
河
国
分
寺
に
非
る

か
」
等
と
い
う
論
文
が
紙
面
を
賑
や
か

し
て
い
た
も
の
で
す
が
、
現
在
で
は
国

分
寺
説
が
定
着
し
て
い
る
様
で
．
そ
れ

だ
け
に
発
見
当
時
の
ェ
ピ
ツ
ー
ド
は
四

千
年
を
関
し
た
今
日
ロ
マ
ン
の
香
り
す

ら
感
じ
さ
せ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「静
中
枝
旗
研
究
資
料
」
は

「
郷
の

か
を
０
」
第
二
千
三
〓

（昭

〓

〓

二

瓦
の

一
片
よ
り
発
見
し
た

奈
良
時
代
の
古
寺

片
山
廃
寺
物
語
り

大

沢

和

夫

昭
和
二
年
六
月
十
五
日
、
い
い
天
気

で
し
た
。
私
は
ヽ
と
道
祖
神
に
さ
そ
は

れ
た
の
か
歩
き
た
く
な

っ
て
有
度
山
の

方
べ
，

っ
た
の
で
す
。
若
い
中
学
生
と

一
緒
に
朗
に
漫
談
る
っ
て
，

っ
た
の
で

す
．
一日
円
を
渡
る
風
を
涼
し
い
と
思
ひ

夏
暉
の
な
さ
は
じ
め
た
有
東
山
の
松
本

を
見
な
が
ら
、
や
が
で
静
岡
市
を
出
は

づ
れ
て
久
能
有
道
よ
り
大
工
寺
道
に
入

り
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
去
年
の
十
月

一
日
新
ら
し
く
市
と
な

っ
た
大
容
村
官

C

C

．郷
の
か
を
り
」
か
ら

．ヽ

■

一
●
■
一
三
・■
■
■
一１
〓

り■
嘔 ‐

ヽ

１

●
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事
な
の
で
す
．

記
録
が

一
●
一有
り
ま
せ
ん
か
ら
名
も

解
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
方
の
人

々
は

こ
の
寺
址
の
地
を

「
シ
ョ
ウ
●
イ
ン
ヤ

シ
キ
」
と
呼
ん
で
〓
ま
す
．
浄
光
院
と

か
常
〓
院
と
か
の
名
か
と
も
考

へ
ら
れ

ま
す
が
．
不
明
瞭
で
す
か
ら
こ
の
寺
を

■
山
廃
寺
と
名
づ
け
て
居
ま
す
。

た
だ
此
拠
で
考
へ
た
０
の
は
国
分
寺

の
事
で
す
。
御
存
知
の
通
０
長
谷
町
の

国
分
寺
址
と
い
ふ
所
に
は
何
も
奈
良
峙

代
の
遣
物
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
片

山
廃
寺
は
瓦
と
藁
石
と
を
持

っ
て
〓
ま

す
。
で
は
片
山
宅
寺
こ
そ
自
分
寺
で
は

な
ｔ
か
と
の
賃
も
起
る
の
で
す
が
、
今

の
所
否
定
す
る
材
料
も
肯
定
す
る
材
料

も
あ
り
ま
せ
ん
．

今
、
小
座
、
堀
之
内
．
片
山
．
音
川

と
有
度
山
の
西
麓
を
南
下
し
ま
す
と
、

片
山
を
出
に
づ
れ
た
時
左
手
に
白
山
推

羽
の
森
が
見
え
ま
す
が
．
そ
こ
で
茶
畑

の
中

べ
道
よ
り

一
間
人

っ
て
下
さ
い
。

厳
然
た
る
礎
石
を
見
る
事
が
出
来
ま
せ

ぅ
．
た
だ
し
布
日
瓦
は
最
近
人
が
始

っ

て
了

っ
た
も
の
で
す
か
ら
．
余
程
注
意

し
た
い
と
見
ら

か
り
ま
せ
ん
。
た
た
そ

の
瓦
に
国
分
守
を
暗
示
す
る
様
な
文
字

で
も
な
ヽ
か
と
い
ぶ
点
に
御
注
意
願
ひ

い
瓦
砕
の

一
■
か
ら
奈
良
時
代

の
守
址

を
発
見
で
き
た
事
は
珍
ら
し
い
事
と
〓

●
て
日
ま
す
．

静
中
校
旗
研
究
資
料

五
二
回

戸

嫁

広

吉

静
中
枝
抜
に
つ
い
て
の
研
究
を
し
て

，
た
ぃ
と
い
ふ
の
は
不
肖
僕
が
昨
年
四

月
名
誉
あ
る
静
中
旗
手
に
任
命
さ
れ
て

か
ら
の
専
で
あ

，
た
ｏ
そ
れ
は
第

一
に

は
我
々
は
「
中
生
徒
と
し
て
本
校
に
籍

を
置
き
な
か
ら
本
●
の
７
え
に
つ
い
て

ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
．
″
に
校
旗
に
つ

ｔ
て
知

っ
て
ｔ
る
者
は
ほ
と
ん
ど
居
な

ｔ
と
言

っ
て
良
い
．

故
に
枝
政
に
っ
い
て
の
研
究
を
完
成

し
．
こ
れ
を
発
表
し
て
我
々
の
校
旗
に

対
す
る
記
識
を
深
め
、
そ
れ
に
よ

っ
て

枝
政
に
対
す
る
尊
崇
の
度
を
更
に
高
め

ん
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
．
一第
二
に
は

，
放
を
近
く
に
■
す
る
事
は

一
般
の
生

徒
に
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
事
で
あ
る

故
に
．
こ
の
研
究
は
自
分
に
与
へ
ら
れ

た
る
特
別
の
任
務
で
あ
る
と
考
へ
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
．
さ
ら
に

僕
の
研
究
心
を
ふ
る
い
立
た
せ
た
も
の

は
．
枝
茨
会
計
、
郷
の
か
を
つ
て
発
表

さ
れ
た
．
大
沢
先
生
の
お
子
に
よ
る
学

校
の
歴
■
の
考
察
で
あ
る
．
か
く
の
如

き
状
態
に
置
か
れ
な
が
ら
も
僕
は
二
学

期
に
は
或
る
理
由
で
研
究
を
や
る
事
メ

出
来
な
か
つ
た
・
二
学
期
に
は
必
ず
と

思

っ
て
み
た
が
卒
業
を
前
に
し
て
の
い

そ
が
し
さ
と
或
る
事
情
の
為
研
究
は
お

ろ
か
筆
を
取
る
事
も
出
来
な
い
中
に
原

稿
締
切
日
は
過
ぎ
て
し
ま
つ
た
。

然
し
す
で
に
原
市
締
切
日
は
と
う
に

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
今
に
な
つ
て

「
者
し

今
こ
の
ま
ゞ
僕
が
卒
業
し
て
し
ま
つ
た

な
ら
は
果
し
て
何
時
に
な
っ
た
ら
誰
か

ゞ
校
旗
に
対
す
る
研
究
を
発
表
し
て

一

般
生
従
の
技
旗
に
対
す
る
認
識
を
探
め

る
で
あ
ら
う
か
」
と
考

へ
る
と
自
分
が

こ
の
ま
ゝ
卒
業
し
て
し
ま
ふ
事
は
自
分

の
責
任
を
果
さ
な
い
や
う
な
気
持
か
し

て
白
責
の
金
に
か
ら
れ
て
来
た
。
然
し

今
と
な

っ
て
研
究
を
す
る
と
い
‘
事
は

原
稿
“
切
日
を
遠
く
過
ぎ
、
イ
業
を

一

ヶ
月
後
に
控
べ
た
壁
と
し
て
不
可
能
な

事
だ
。
然
し
向
責
の
合
は
僕
を
せ
め
た

て
る
。
そ
れ
で
此
拠
に
校
旗
制
定
当
時

の
技
′
会
誌
中
の
記
事
を
紹
介
し
、
そ

れ
を
や
ヽ
敷
行
し
説
明
し
て
諸
君
の
枝

ム
に
対
す
る
認
識
を
新
に
し
、
以
て
諸

君
の
中
の
誰
か
ゞ
校
晨
に
対
す
る
研
究

に
従
事
す
べ
き
ヒ
ン
ト
と
し
よ
う
と
思

〓
．先
ち
僕
が
，話
君
に
出
周

し

よ

う

。

「
校
４
制
定
の
年
は
何
時
か
？
」
こ
の

間
に
ヽ

べ
ら
れ
る
人
は
お
そ
ら
く
な
ｔ

で
あ
ら
う
か
と
思
ふ
。
明
治
三
十

一
年

七
月
十
人
月
発
行
の
投
友
会
雑
誌
第
弐

〓
の
中

の
記
事
に
校
工
制
定
の
事
が
く

ゎ
し
く
出
て
あ
る
。

校
放
発
表
式

予
て
東
京
に
注
文
し
た
る

（ユ

■
東

京
三
越
呉
肛
店
、
尚
．
以
後

（
〉
内
に

入
れ
て
あ
る
も
の
は
僕
の
註
記
と
御
記

憶
下
さ
い
）
本
校
々
旗
は
愈
々
出
来
ま

し
た
る
を
以
て
五
月
十
四
口

（校
大
会

計
二
十
五
周
年
号
に
は
四
月
十
四
日
と

あ
る
が
五
月
十
四
日
の
方
が
正
し
い
と

思
～
）
発
表
式
を
挙
，
せ
ら
れ
た
り
．

当
日
午
前
七
時
生
徒

一
同
、
三
年
以
上

は
式
装
、
玄
関
前
に
整
列
し

（当
時
は

西
草
深
町
に
世
今
が
あ
り
静
岡
県
尋
常

中
学
校
と
称
し
た
）
千
家
知
事
臨
場
せ

ら
る
。
校
長
進
ん
で
校
な
を
故
手
に
授

け
、　
一
同
敬
礼
の
後
校
長

（吉
口
良
春

先
生
）
は
左
の
如
き
意
味
の
演
説
を
な

せ
ぅ
。

「先
に
徳
川
従

一
位
公

（菫
喜

公
ょ
っ
，
）
本
枝
に
寄
贈
せ
ら
れ
た
る

金
員
を
以
て
本
校
の
校
長
を
調
製
し
、

本
日
そ
の
発
表
を
挙
ぐ
．
抑
々
校
旗
は

我
が
け
岡
唱
立
積
岡
尋
常
中
学
校
を
代

表
す
る
所
の
も
の
に
し
て
、
ス
掟
に
我

が
校
の
名
誉
を
伝
ふ
る
も
の
な
り
，
生

徒
は
年
々
出
入
し
職
員
時
々
移
動
を
え

れ
ぎ
る
も
唯
校
旗
は
校
の
名
誉
を
荷
う

て
下
朽
に
伝
う
る
も
の
な
れ
ば
職
員
及

生
徒
の
現
在
及
将
来
の
事
業
は

一
に
校

０
，

‘

゛

次
に
如
事

一
本
日
枝
旗
の
発
表
式
を
挙
行
す
る

に
際
し
諸
子
に
告
け
ん
と
す
る
所
は
義

”
■
公
の
本
旨
な
り
。
こ
の
本
旨
は
諸

子
が
現
在
及
将
来
に
於
て
最
心
を
注
ぐ

べ
き
所
に
し
て
亘
民
の
務
を
尺
す
に
ス

て
説
ヽ
て
意
る
べ
か
ら
ざ

る
も

の
な

り
，
ス
に
本
口
は
我
家
粗
先
以
来
奉
仕

す
る
出
雲
大
社
の
崇
日
に
相
当
す
る
を

以
て
本
校
生
徒
は
大
国
主
命
の
国
土
経

営
の
輸
蒻
尺
力
せ
ら
れ
た
る
忍
耐
と
そ

の
な
誠
と
を
増
仰
し
て
益
々
義
勇
の
精

神
を
養
成
し
将
来
有
為
の
巨
民
た
る
こ

と
を
知
す
べ
し
。
」

と
述
べ
ら
れ
．
次
に
倫
理
科
主
任
と

し
て
山
本
先
生
の
愛
ヨ
愛
校
の
演
説
．

大
ホ
先
生
の
祝
詞
あ
つ
。
終
つ
て
‘
隊

の
分
列
式
あ
つ
．
謹
厳
，
■
に
式
を
終

れ
っ
。
本
校
が
枝
旗
を
製
造
せ
し
所
以

は
昨
年
十

一
月
徳
川
従

一
●
公
東
京
べ

御
移
住
の
際
颯
員
生
徒

一
同
べ
金
Ｏ
Ｏ

Ｏ
円
下
賜
相
成
つ
た
る
を
以
て

（金
額

は
特
に
記
載
せ
ず
）
入
く
記
念
と
し
た

る
な
り
。
又
同
旗
の
柄
は
当
市
国
手
柏

原
学
一剛
氏

（誰
か
御
存
如
の
方
は
あ
り

ま
せ
ん
か
）
の
寄
贈
に
か
ゝ
る
槍
を
■

ひ
た
っ
。
意
に
附
記
し
て
深
く
謝
意
を

表
す
と
い
ふ
．
叉
当
日
の
旗
手
は
五
学

年
生
塩
崎
成
男

（枝
友
会
議
二
十
五
日

午
記
念
号
に
よ
れ
ば
第
十
四
回
卒
業
生

―
明
治
三
十
二
年
二
月
―
農
商
務
省
技

師
と
め
，
〉
首
席
の
故
を
以
て
選
出
せ

た
い
の
で
す
．

古
人
が

「
ｉ
砕
す
れ
ど
も
瓦
全
を
恥

す
」
と
云
ひ
ま
し
た
が
．
瓦
全
で
も
な

旗
の
表
彰
す
る
所
な
り
。
吾
々
は
諸
子

と
共
に
育
励
し
効
語
の
御
迩
意
を
尊
本

し
我
枝
を
天
下

一
の
中
学
と
な
ら
し
め

こ
の
校
欧
の
光
撃
を
し
て
益
々
燿
然
た

ら
し
め
ん
と
す
る
な
り
。
」

0
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Q

ら
る
．
名
首
と
言
ふ
べ
し
．

以
上
の
如
く
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
。
尚

明
治
三
十

二
十
十
二
月
■
三
日
発
行
の

技
大
会
雑
誌
第
参
号
に
は
校
旗
に
関
す

る
会
計
報
告
が
し
て
あ
る
。

校
放
読
製
費

赳
に
調
製
し
た
る
技
置
の
費
用
の
詳

細
た
の
如
し
。

（特
に
以
下
を
略
す
）

又
技
友
会
誌
の
二
号
に
は
挿
絵
が
入
っ

て
ゐ
る
。

以
上
の
如
き
次
第
に
よ
っ
て
校
枚
に

定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
．
参
考
ま
で
に

言
ふ
と
、
昨
年
な
く
な
ら
れ
た
小
林
武

先
生
は
明
治
三
十

，
年
二
月
の
御
事
業

で
あ
ら

っ
し
や
る
か
ら
技
旗
の
制
定
さ

れ
た
る
年
に
御
キ
業
に
な
ら
れ
た
わ
け

で
あ
る
。
ス
僕
は
三
千
九
代
目
の
政
手

で
あ
る
わ
け
で
あ
る
パ
も

っ
と
ヽ
制
定

当
時
よ
り
現
在
の
如
く
渡
手
が
確
定
し

て
み
た
か
ど
う
か
は
質
問
で
あ
る
が
）

僕
は
校
放
に
つ
き
更
に
具
体
的
に
な
る

研
究

？^
）
即
ち
校
旗
の
中
、
縦
の
長

さ
、
星
の
大
き
さ
、
■
の
長
さ
等
を
測

っ
た
な
ら
ば
も

ぅ
と
校
旗
に
つ
い
て
諸

君
の
知
識
を
深
め
る
事
に
な

っ
た
か
も

知
れ
な
が
、
然
し
メ
ジ
ャ
ー
を
あ
て
る

事
に
す
で
に
そ
の
も
の
を
単
な
る

一
筒

の
無
ｔ
の
物
体
と
し
て
見
て
あ
る
や
う

な
気
が
し
て
、
我
が
日
夜
崇
敬
し
て
ゐ

る
校
旗
に
は
遂
に
さ
う
す
る
事
は
出
来

な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
お
ゆ
為
し
を
願

ひ
た
い
。
枝
友
会
誌
中
枝
放
の
柄
は
槍

を
用
ひ
た
と
し
て
あ
る
が
、
そ
の
槍
に

は

「，
賀
守
源
包
道
」
と
，
う
銘
が
記

さ
れ
て
あ
る
。
僕
は
こ
の
方
面
に
つ
ｔ

で
は
，
然
何
の
知
識
も
持
ち
合
せ
て
ゐ

な
い
の
で
こ
の
銘
に
つ
い
て
説
明
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が

沼
館
先
生
に
御
間
さ
し
た
ら
わ
か
る
事

と
思
ふ
。
又
校
旗
の
表
勇
奉
公
の
字
は

ど
ち
ら
の
向
か
ら
見
て
も
右
側
よ
り
ま

勇
■
公
の
字
が
書
か
れ
て
ゐ
る
の
で
一

方
の
面
の
字
の
裏
に
は
同
じ
字
が
書
か

れ
て
み
な
い
。

こ
の
宇
も
塵
菖
公
の
筆
に
な

っ
た
も

の
で
あ
る
と
言
ふ
事
を
聞
い
た
事
が
あ

る
が
事
実
か
ど
う
か
知
ら
な
い
。
校
旗

の
徹
章
に
つ
い
て
は
す
べ
て
校
′
会
議

五
十
周
年
記
念
号
に
於
て
追
億
談
と
し

て
鈴
木
正
練
先
生
の
述
べ
ら
れ
た
所
で

あ
り
且
、
郷
の
か
を
う
に
大
沢
先
生
が

発
表
さ
れ
た
か
ら
略
す
こ
と
に
す
る
．

我
校
旗
に
つ
し
て
最
も
特
筆
大
書
す
べ

き
事
は
、
か
し
こ
く
も

聖
上
陛
下
、
静
岡
県
下
行
事
の
御
時
御

親
問
の
光
米
に
溶
し
た
事
で
あ
る
．
諸

君
の
中
に
は
枝
旗
を
拝
す
る
時
校
旗
の

先
の
槍
の
穂
先
に
な
っ
た
所
に
リ
ボ
ン

の
如
き
も
の
が
た
れ
下

っ
て
み
る
の
を

注
意
さ
れ
た
人
が
こ
る
で
あ
ら
う
。
こ

の
リ
ボ
ン
こ
そ
、
そ
の
時
の
光
栄
を
永

遠
に
伝

べ
る
べ
き
御
親
関
記
念
の
リ
ボ

ン
で
あ
る
。

共
他
校
旗
に
つ
き
て
記
し
た
い
事
は

多
く
あ
る
が
僕
の
し
っ
か
り
事
実
と
し

て
述
べ
る
事
の
出
来
な
ヽ
事
が
あ
る
か

ら
略
す
こ
と
ヽ
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

技
旗
の
研
究
を
さ
れ
た
い
と
思
は
れ
る

方
は
制
定
当
時
の
様
子
を
知
る
た
め
に

本
校
の
そ
の
当
時
の
発
生
方
即
ち
鈴
木

正
練
先
生
、
一夏
日
秩
蔵
先
生
、
■
佐
光

一
先
生
等
に
お
尋
ね
し
た
ら
良
い
か
と

思
ひ
ま
す
。
僕
も
御
緩
助
を
惜
し
ま
な

い
つ
も
り
で
す
。
以
上
の
如
く
僕
の
こ

の
稿
は
研
究
と
言
ふ
の
で
は
無
く
た
ゞ

資
料
を
紹
介
し
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
こ

の
稿
に
よ
っ
て
諸
君
が
求
が
枝
の
校
放

に
つ
き
て
の
認
識
も
深
め
更
に
諸
君
の

中
の
誰
か
ゞ
校
旗
の
研
究
を
完
成
さ
れ

て

一
艘
生
徒
の
校
旗
に
対
す
る
尊
崇
を

深
め
る
べ
き

一
勁
と
な
れ
ば
■
ひ
と
存

し
ま
す
。
尚
こ
の
稿
に
於
て
技
渡
の
尊

厳
を
害
す
る
が
如
き
言
評
が
あ
り
ま
し

た
な
ら
ば
直
ち
に
取
消
す
つ
も
り
で
あ

る
事
を
囲
記
ま
し
ま
す
．

お
そ
ら
く
に
僕
が
、
静
中
生
往
と
し

て
、
郷
の
か
を
う
に
投
稿
す
る
の
は
こ

れ
が
最
後
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。

郷
土
研
究
会
の
無
窮
の
発
展
と
諸
君

の
御
活
動
と
を
祈
り
併
せ
て
徴
力
な
が

ら
今
後
の
御
援
助
を
惜
し
ま
な
い
つ
も

つ
で
あ
る
事
を
申
し
上
げ
て
お
別
れ
の

言
葉
に
ヽ
べ
ま
す
。
で
は
御
健
康
で
．

今
川
義
元
の
こ
と

庵
　
原
　
＝

●

か
っ
た
方
で
あ
る
．
本
文
は
適
材
を
有

た
名
文
と
し
て
推
賞
す
る
。
会
員
の
み

で
な
く
校
友

一
艘
に
も
一此
ん
で
も
ら
ひ

た
い
。

（大
沢
）

伊
賀
守
源
包
道
と
云
ぶ
人
は
刀
鍛
治

で
あ
る
が
、
は
も
な
か
く

■
手
に
造

る
。
大
和
の
文
球
撥
治
の
系
続
で
新
刀

後
治
で
は
■
手
の
方
で
切
味

も

な

か

／
ヽ
よ
い
。
技
旗
に
之
を
使
用
さ
れ
て

ゐ
る
の
は
実
に
快
心
の
至
つ
で
あ
る
。

（沼
館
）

指
導
員
記
　
「
原
学
而
氏
は
褻
書
公
の

侍
巨
で
に
¨
学

・
考
占
学
の
造
計
が
深

会
報
四
号
は

「
ふ
る
さ
と
特
策
」
を

や
ろ
う
と
い
う
編
集
局
の
企
画
で
、
私

も
久
し
振
り
に
勁
時
の
ｉ
岡
を
思
い
出

し
て
，
た
．

「
ふ
る
さ
と
一
の
静
同
は
自
分
の
Ｕ

い
出
な
ら
ｔ
く
つ
も
あ
る
が
．
い
た
す

ら
に
；
の
感
傷
に
ふ
け
る
の
で
は
．
読

む
方
こ
そ
い
ｔ
沐
惑
だ
。
そ
れ
よ
り
静

回
の
名
を
■
げ
た
人
″
の
紹
介
な
ど
」

ど
う
だ
ろ
う
か
と
思

っ
た
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
．
幼
時
は
■
“
豪
傑
宗
■
ｉ
式

が
Ｗ
漫
し
て
ｔ
て
、
私
も
静
国
に
は
天

下
に
名
た
た
る
人
物
は
〓
な
か
っ
た
の

か
■
し
た
も
の
た
。

本
市
さ
れ
た
両
で
も
、
い
か
に
人
間

と
し
て
生
き
た
か
よ
り
、
歴
史
上
の
人

間
は
Ｆ
え
の
表
面
に
■
わ
れ
た
人
に
か

り
が
貴
一要
祝
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
す
え
た

底
辺
で
あ
る
庶
民
に
つ
し
て
は
省
み
ら

れ
な
か
っ
た
。
ｔ
き
お
い
、
ど
こ
の
■

ま
れ
か
分
ら
ぬ
山
口
長
政
な
ど
引
娠
，

出
し
て
来
て
、
海
外
に
雄
飛
し
た
郷
■

の
■
雄
だ
な
ど
と
称
設
し
た
。

む
か
し
大
浜
公
国
の
プ
ー
ル
ヘ
泳
ざ

に
行
く
と
、
公
国
に
近
ｔ
道
路
の
左
側

に
あ
る
畑
の
中
に
．
〓
に
乗

っ
た
長
政

像
の
雄
姿
を
見
て
幼
い
胸
を
躍
ら
せ
．

少
年
ク
ラ
ブ
に
連
載
さ
れ
た
悲
劇
的
末

路
を
辿
る
長
政
父
子
を
両
い
た

「
日
本

人
オ
イ
ン
」
と
か
い
う
小
説
に
者
い
血

を
た
ぎ
ら
せ
た
０
し
た
。

一
般
的
に
は
、
静
岡
に
耐
居
し
て
絶

大
な
権
力
を
ふ
る
っ
た
徳
川
家
康
な
ど

厳
密
に
は
県
人
と
言
え
な
い
ま
で
も
静

岡
の
有
名
人
で
あ
り
、
駿
河

・
遠
工

・

三
河
の
守
護
で
あ

っ
た
今
川
義
元
な
ど

は
世
間
で
記
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

不
思
議
と
静
岡
の
人
は
、
前
者
は
陰
険

な
理
爺
―
と
し
て
、
ま
た
後
者
は
、
暗

愚
な
段
様
で
、
几
庸
な
大
将
の
標
本
み

た
い
に
言
わ
れ
て
、
あ
ま
―
自
慢
し
た

が
ら
な
い
．

次
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家

康

は
．

最

近
．

テ

レ
ビ

で
履

々
取

室
町
時
代

の
守
護
大
名
や
、
そ
の
治
下

の

一
般
民
ス
の
生
括
状
態
ｌｔ
、
ど
う
で

あ

っ
た
ろ
う
か
と
疑
間
に
思

っ
た
‘
●

実
¨
知

っ
て
い
る
名
前
も
、
西
の
大
内

・
尼
子
く
ら
い
の
も
の
で
あ
り
、
近
辺

で
も
．
今
川

・
斯
波

・
■
岐
く
ら
い
の

も
の
で
あ

っ
た
の
で
、
手
は
じ
め
に
今

川
の
ス
譜
を
調
べ
て
い
た
ら
．
初
代
範

国
か
ら
＋

一
代
氏
真
ま
で
の
栄
枯
盛
衰

が
ま
こ
と
に
興
味
深
く
感
じ
ら
れ
た
．

い
ま
．
こ
こ
に
当
時
の
守
護
大
名
の
状

勢
や
今
川
の
系
譜
な
ど
広
範
囲
に
二

っ

て
書
く
紙
面
も
な
い
の
で
．
十
代
義
元

の
こ
と
を
静
岡
市
役
所
の
安
本
時
氏
の

書
か
れ
た
今
川
盛
哀
記
の
う
ち
か
ら
装

事
し
て
み
よ
う
．

義
元
は
九
式
氏
澪
の
第
で
，
は
中
御

門
氏
．
は
じ
め
富
士
善
得
十
六
世
孝
渓

和
尚
の
間
に
入
，
．
喝
食

（食
事
の
こ

と
を
大
声
で
知
ら
せ
る
役
僧
）
と
な

っ

た
。
住
職
の
業
陶
を
う
け
、

の
ち
同
円

の
大
原
雪
斎
を
師
と
し
た
。
梅
〓
承
ナ

と
も
い
０
た
が
．
兄
氏
押
が
亡
く
な
る

と
選
俗
し
て
表
元
と
な

っ
た
．

こ
の
時
、
駿
●
口
花
倉
遍
照
光
院
住

持
だ

っ
た
庶
兄
良
真
は
こ
れ
に
不
満
を

持
ち
．
生
苺
の
実
家

〓
伯
島
氏

（
峻
河

国
丸
子
城
主
福
島
氏
の
′
）
と
兵
を
挙

げ
た
．
承
芳
は
，
氏
別
の
実
人
寿
桂
尼

の
■
護

の
も
と
、
■
川
の
朝
比
奈
氏
や

松
井
．
由
比
．
瀬
名
の

一
′
と
組
ん
で

除
し
、
薔
人
宿
内
の
酒
屋
に
．
洒
誡
四

ン
、
そ
れ
に
酒
に
つ
し
て
の
話
役
を
■

し
た
″
と
あ
る
に
ど
画
期
的
治
績
を
あ

け
た
．
天
文
十
四
年
入
力
、
今
川
義
元
の
軍

は
北
条
氏
康
の
軍
と
眩
河
国
狐
稿
で
戦

う
と
武
回
晴
信
は
表
元
を
助
け
た
．
天

女
十
六
年
十
月
、
尾
張
の
繊
日
●
秀
は

岡
崎
域
の
松
平
広
忠
攻
め
を
計
画
．
広

忠
は
‘
千
代

（
の
ち
徳
川
家
長
）
を
人

質
に
義
元
に
頼

っ
た
。
と
こ
ろ
が
．
途

中
．
三
河
の
戸
円
康
光
は
‘
千
代
を
奪

っ
て
触
回
信
テ
に
送
る
と
い
う
事
件
が

も
ち
ぁ
が

っ
た
。
翌
■
ｔ
年
二
月
．
義

元
は
松
平
広
忠
の
た
め
構
回
信
秀
と
三

洞
の
小
豆
坂
で
戦

つ
て
勝
利
を
お
さ
め

た
て翌
＋
八
年
．
‘
平
広
忠
か
病
没
し
た

の
で
す
元
は
部
将
朝
比
奈
丼
能
．
同
部

ェ
兵
衛
真
〓
．
蔦
山
備
中
守
ら
を
岡
崎

城
に
駐
留
さ
せ
た
．　
一
方
．
軍
使
僧
雪

斎
は
安
祥
ユ
を
攻
め
て
織
日
乍
広
を
抗

え
．
松
平
竹
千
代
と
交
換
し
た
．
同
崎

の
戦
災
孤
児
松
平
行
千
代
は
こ
の
年
十

一
月
二
十
二
日
．
人
質
と
な

っ
て
駿
崎

少
将
宮
に
寄
寓
す
る
こ
と
に
な

っ
た
，

天
支
二
十
年
．
織
日
信
長
は
尾
張
日

の
支
配
者
と
な
り
．
豊
巨
秀
吉

（当
時

曰
古
九
）
は
わ
す
か
な
永
楽
織
を
姉
か

ら
も
ら
つ
て
尾
張
中
村
の
生
家
を
飛
び

山
し
．
流
浪
の
旅
に
出
た
年
で
も
あ

つ

た
。
今
川
氏
は
．
天
文
十
、
十
五
．
十

一
り
上
げ
ら
れ
．
　
一
忍
」
の
家
康
．　
一
経

一
綸
」
の
家
辰
な
ど
と
、
時
代
に
適
応
し

．
た
、
そ
の
人
間
ぶ
り
を
誉
め
そ
や
し
、

そ
の
言
動
を
処
匹
訓
や
会
社
経
営
の
手

本
に
な
ど
し
て
，
る
者
も
ｔ
る
。
私
は

ま
た
見
て
ヽ
な
い
が
、
駿
府
公
口
に
腐

●
り
を
す
る
家
康
像
が
立
て
ら
れ
た
そ

う
で
．
こ
れ
な
ど
も
、　
一
般
が
家
康
を

■
認
識
し
て
来
た
証
拠
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
．
今
川
議
元
は
、
も
う
ひ

と
つ
メ

ッ
と
し
な
い
。
そ
れ
は
、
彼
の

最
後
が
．
ま
こ
と
に

「
さ
ま
」
に
な

っ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
よ

況
が
ど
ん
な
で
あ

っ
て
も
、
勝

っ
た
信

長
は
勝
算
ぁ

っ
て
の
■
の
作
戦
で
あ

っ

た
の
だ
と
勝
手
な
理
屈
を
つ
け
て
信
長

の
聡
明
で
あ
る
こ
と
を
護
え
、
負
け
た

義
元
は
．
著
っ
高
ゞ

っ
て
、
そ
う
な

っ

た
と
間
抜
け
さ
を
喧
伝
さ
れ
る
に
す
ざ

な
い
．
義
元
を
見
直
そ
う
と
思

っ
た
の
は
、

幼
時
の
学
校
の
歴
史
は
．
前
述
の
よ
う

に
常
に
中
央
の
政
治

の
流
れ
だ
け
を
採

り
上
げ
て
い
た
の
で
．
治
世
も
乱
世
も

都
で
あ
る
奈
良

二
月
都
や
、
鉦
合

・
エ

戸
を
中
心
と
し
て
の
み
教
え
ら
れ
た
。

し
か
し
．
京
都
や
工
戸
に
だ
け
人
が
住

ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
六
＋
余
州

に
は
、
そ
れ
な
り
に
支
配
者
も
被
支
配

者
も
日
て
、
そ
れ
等

の
政
治
も
あ

っ
た

こ
と
だ
ろ
う
．
そ
こ
で
．
鉦
倉
時
代
や

対
抗
し
た
。
雪
者
は
法
■
ス
方
を
擁
し

反
撃
に
転
し
た
。
天
文
五
年

（
一
五
三

六
）
六
月
．
良
真
は
瀬
戸

谷

普

門

庵

藤^
枝
市
）
で
自
殺
し
た
。
翌
六
年
二

月
．
母
寿
桂
厖
は
二
女
を
小
日
原

の
北

条
氏
康
に
、
三
女
を
瀬
名
氏
貞
の
子

・

貞
綱

へ
め
と
ら
せ
た
。
そ
し
て
甲
斐
国

武
日
信
虎
の
娘

信^
ム
の
姉
）
を
議
元

の
夫
人
に
迎
え
て
今
川
領
国
の
安
泰
を

は
か

っ
た
．

れ
ば
天
女
十
年

＾
一
五
四

一
）
五
月
．

義
元
は
見
■
の
町
人

・
百
姓
に
自
治
を

許
す
手
初
め
と
し
て

，今
ま
で
の
本
年

貢
百
貨
文
の
所
べ
五
十
貫
女
を
増
女
．

■
納
す
る
こ
と
で
代
官
女
配
を
停
止
し

「
見
付
府
町
人

・
百
姓
」
が

一
円
領
筆

す
る
こ
と
を
認
め
る
・
な
ど
．
折
れ
る

と
こ
ろ
は
折
れ
て
治
政
に
柔
軟
性
を
示

し
た
．
ま
た
、
，
天
文
十

，
年
か
ら
輌
国
内

贅

・

１
．■
ヨ
〓

し
か
し
．
大
文
八
年
、
武
口
．
今
川

の
親
密
を
ね
た
ん
で
北
条
氏
獅
の
軍
が

東
駿
に
侵
入
し
、
今
川
領
国
の
東
辺
を

荒
し
た
り
、
同
＋
年
六
月
．
武
田
信
虎

が
晴
官

（信
玄
）
に
追
わ
れ
て
義
元
の

も
と
に
寄
食
す
る
な
ど
義
元
の
身
辺
は

多
に
と
な
っ
た
。

「静
岡
県
史
料
大
久
ス
文
書
」
に
よ

の
検
地
を
行
な
っ
て
財
源
の
確
立
を
図

っ
．
″
府
の
豪
商
松
本
三
左
衛
門
に
酒

役
．
蔵
空
．
諸
売
買
の
役
を
免
許
し
た

０
．
久
能
海
岸
の
製
塩
．
安
倍
金
山
の

開
発
な
ど
諸
産
業
の
復
興
に
乗
り
出
し

た
。

「静
岡
県
史
料
寺
尾
文
書
」
は
天

，
十

一
年
＋
二
月
．　
″工
屁
の
宿
駅
を

保
護
し
、
家
数
．
年
貢
以
下
諸
役
を
免

0

0
静岡市大岩臨済寺にある今川義元 の 座 像

テレビで放!にされた「徳川家康」の中で哉元は
文中にもあるような.「歯はぉはぐろで公家衆
の顔をしていた」とおつて出て来た。演出者は
眸 覧廻円記」を考証にしたのかもしれない。
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略
す
る
時
、
社
寺
や
都
市
の
任
土
化
も

辞
き
な
い
と
い
う
戦
法
を
と

っ
た
の
に

比
べ
．
義
元
は
そ
の
土
地
を
砿
曖
す
る

戦
法
を
と
ら
な
か
っ
た
．
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
今
川
義
元
の
人
間
餃
の
〓
田
が
消

こ
れ
ら
の
人
物
評
は
最
近

″
歪
め
ら
れ

た
義
元
評
だ
″
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
．

「
今
川
記
」
で
す
ら
、
今
川
歴
代
の

当
主
を
語
り
な
が
ら
、
義
元
の
代
を
多

七
．
十
八
．
十
九
．
二
十
年
と
三
河

・

遠
工

■
駿
河
三
日
に
相
次
い
で
枚
地
を

行
な
い
、
た
配
体
制
を
強
化
し
て
い
っ

た
。
年
貢
の
歳
入
地
の
名
主
は
す
べ
て

今
川
氏
の
部
将
か
ら
任
命
さ
れ
た
代
官

の
管
崎
下
に
入
れ
次
第
に
今
川
氏
直
属

の
武
装
化
さ
た
た
農
民
ｔ
制
を
編
成
し

て
い
っ
た
．

天
文
二
十
三
年
七
月
、
義
元
は
．
西

に
兵
を
出
せ
ぼ
束
の
北
条
氏
が
●
後
を

つ
い
て
で
て
く
る
よ
う
で
は
不
安
な
の

で
、
大
原
雪
斎
と
相
談
し
て
、
今
川
義

元

・
武
口
信
玄

・
北
条
氏
康
の
三
者
が

駿
河
回
善
奪
寺

（富
士
市
）
に
会
議
し

て
講
和
し
た
。
匹
に
い
う

「善
得
寺
会

談
」
は
晴
官
の
女
を
氏
政
に
、
氏
民
の

女
を
義
元
の
子
氏
真
に
は
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
和
に
し
た
。
三
国
同
霊
は
ま
元

の
女
が
晴
信
の
子
義
信
に
嫁
ぐ
な
ど
、

人
ツ
御
供
の
性
性
の
う
え

で
結
ば

れ

た
。
こ
こ
で
義
元
は
常
事
的
に
み
て
も

中
央
進
出
の
態
勢
を
整
え
る
こ
と
に
成

功
し
た
。

戦
国
大
名
の
名
だ
た
る
武

将

の
う

ち
、
今
川
義
元
ぐ
ら
い
正
し
く
そ
の
人

物
評
価
が
な
さ
れ
て
い
な
ｔ
人
物
は
少

な
い
。

「集
覧
廻
間
記
」
は
、　
″義
元

は
総
髪
で
、
歯
は
お
は
ぐ
ろ
で
公
家
求

の
顔
を
し
た
・
と
い
う
し
．

「武
功
雑

記
」
は

，義
元
は
武
将
に
似
合
わ
ず
、

足
は
，
く
、
胴
長
く
．　
一
軍
の
将
に
ヽ

さ
わ
し
か
ら
ず
″
と
酷
評
し
て
い
る
。

添
に
な
っ
て
．
公
事
方
端
の
指
図
を
し

て
い
る
人
に
大
原
ル「
斎
が
い
る
が
、
老

齢
で
あ
る
か
ら
”
日
の
命
も
は
か
っ
難

い
お
人
．
言
斎
に
万

一
の
事
が
あ

っ
た

ら
家
老
の
誰
が
そ
の
後
の
面
倒
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
そ
″
と
い
つ
て

い
る
．
雪
斎
の
死
後
五
年
、
永
禄
三
年

（
一

五
六
●
）
二
月

一
日
、
後
見
役
と
し
て

■
首
に
か
わ
る
人
物
を
得
な
―
う
ち
に

義
元
は
．
〓
〓

遠

・
駿
三
国
の
将
兵
に

西
上
の
進
撃
を
命
令
し
た
．
総
勢
二
万

五
■
の
兵
力
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

二
月
十
日
．
早
く
も
峻
府
か
ら
ｔ
発

隊
が
．
十
二
日
に
な
る
と
義
元
の
本
隊

も
出
発
し
た
．
う
ぎ
す
は
尾
張
の
機
田

●
長
だ
。
信
長
、
時
に
二
十
七
歳
、
義

元
四
千
二
歳
の
分
別
盛
う
。
最
前
線
に

あ
た
る
嗚
海
立
寺
付
近
で
は
、
す
で
に

小
ぜ
り
あ
い
を
始
め
た
こ
と
が
、
い
ち

早
く
崚
府
に
伝
え
ら
れ
た
．

二
月
十
五
日
．
表
元
は
岡
崎

に
入

り
、
者
掛
で
織
田
信
長

へ
総
攻
撃
の
命

令
を
下
し
た
。
松
平
元
康

（後
の
徳
川

家
康
）
は
繊
口
方
の
九
，
の
営
に
せ
ま

っ
．
今
川
の
宿
将
朝
比
奈
な
能
は
鷲
津

の
砦
に
■
め
入
り
、
本
隊
義
元
の
軍
も

兵
を
進
め
て
桶
狭
間
の
北
方
、
口
楽
狭

間
に
入
っ
た
。

陰
暦
二
月
十
五
日
は
今
で
い
う
六
月

中
旬
の
梅
雨
期
、
む
し
■
い
う
え
時
な

ら
ぬ
雷
鳴
を
伴

っ
た
ま
雨
が
今
川
の
陣

営
を
容
故
な
く
吹
き
流
れ
た
。
そ
ん
な

状
況
下
、
豪
市
を
つ
い
て
級
日
方
の
軍

ス
が
事
元
の
●
に
簗
い
か
か
っ
た
。
今

川
方
は

一
曖
に
し
て
壊
減
し
た
が
、
戦

場
か
ら
は
姜
元
の
遺
骸
は
見
当
た
ら
な

か
っ
た
と
い
う
。
姜
元
の
身
樗
は
今
川

の
将

・
同
部
五
郎
兵
衛
長
教
が
い
ち
早

く
駿
府
に
持
ち
帰
う
、
大
岩
天
沢
寺
に

丁
童
に
葬
ら
れ
た
。
の
ち
天
沢
寺
は
廃

寺
と
な
つ
大
岩
臨
済
寺
に
，
さ
れ
た
。

義
元
の
百
上
作
戦
は
よ
に
ど
の
成
算

あ
ら

て
の
こ
と
だ

っ
た
ろ
う
。
決
し
て

■
率
な
看
動
で
は
な
か
っ
た
よ
う
た
。

し
か
し
不
測
の
天
慎
只
変
と
信
長
の
電

撃
作
戦
が
か
み
あ

っ
た
桶
狭
間
の
合
戦

は
、
戦
Ｌ
の
う
え
か
ら
み
て
も
異
例
な

合
戦
で
、
月
兵
の
常
道
を
は
す
れ
た
ヽ

の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
と
も
か
く
、

載
元
は
■
洛
の
意
図
を
天
下
に
公
表
し

て
、
＋
代
●

っ
て
き
た
足
利
幕
府
と
の

接
触
の
効
果
を
わ
』

っ
て
、
堂
た
と
進

″
作
戦
を
行
な
っ
た
戦
国
武
将
最
初
の

人
と
し
て
十
分
評
価
さ
れ
て
よ
ｔ
人
物

で
あ
ろ
う
．

く
語

っ
て
い
な
い
。
こ
の
原
因
の
一
つ

に
永
禄
三
年

（
一
五
六
〇
）
二
月
、
田

楽
狭
間
で
不
覚
を
と
，
．
織
回
信
長
の

た
め
．
あ
た
ら
四
十
二
蔵
の
男
盛
つ
の

生
Ｅ
を
開
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

他
の
多
く
の
戦
国
大
名
が
他
国
を
侵

た
し
か
．
静
中
の
嘔
だ

っ
た
と
思
う

が
、
臨
済
寺
を
見
学
に
行

っ
て
、
家
康

が
今
川
の
庇
護
一の
も
と
で
、
大
原
雪
斎

に
学
ん
だ
時
の
も
の
と
い
わ
れ
る
●
木

な
机
の
あ

っ
た
部
屋
を
覗
い
た
の
を
思

い
出
し
．　
一
場
の
夢
と
過
ぎ
た
往
時
を

■
び
な
が
ら
こ
の
一
文
を
書
し
た
。

Q

第 4号

ん
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
弘
治
元

年

（
一
五
五
五
〉
十
月
十
日
、
駿
府

・

大
岩
臨
済
寺
で
大
原
雪
斎
が
六
＋
歳
で

こ
の
世
を
去

っ
た
。
機
略
の
人

・
雪
斎

は
今
川

一
円
の
大
黒
柱
だ
っ
た
。

「
甲
陽
軍
鑑
」
に

″今
川
義
元
の
介

今川―族の書提寺の一つ 静岡市大岩の臨済寺
九ヽ氏輝は法名臨済寺殴,用画玄公大居tと称し普得寺に葬られたが,のち
善得寺政め臨青寺が吉捉■となり,義 ,Eも 投後,駿州大岩に葬ならわのち臨

済寺が普提寺になったと記されている。幼時の記憶にある臨済寺は古利とい

った感したったが,写真で見るとひどく現代的な感じだ。臨済寺は,やはつ

■,賤麟山の範で仕掛花火を,「げた当時の記憶にある古びた感じがよい.
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静
岡
市
町
名
の
出
来

ら
行
こ
う
。
広
重
の
東
海
道
二
十
二
次

の
絵
に
は

「
篠
子
」
と
書

い
て
あ
り
他

の
書
物

の
中
に
は

「
満
利
子
」

「
満
理

子
」

「
麻
理
子
」
な
ど
と
も
見
え
る
．

な
に
や
ら
女
の
子
の
名
前
を
思
わ
せ
る

が
、
な
る
ほ
ど

一
丸
」
と
い
う
文
字
は

一
ま
る
」

一
ま
ろ
」
と
は
読
ん
で
も
Ｌ

つ
う

「
ま
り
」
と
は
読
ま
な
い
。
旅
人

が
■
で
聞
い
た
者
に
も
と
づ
き
自
分
に

感
し
た
文
字
を
勝
手
に
当
て
は
め
た
わ

け
で
．
■
の
人
た
ち
は
好
ん
で
こ
の
字

を

「
ま
り
」
と
一訛
ま
せ
て
い
る
。

つ
い
で
に

「
”
宗
」
は
戦
国
時
代
以

前
に
は

「
■
，
」
と
書
か
れ
て
０
た
と

い
う
．宇
津
ノ
谷

も
と
は

「
内
屋
」
と
言
０
た
と
０
わ

れ
る
。
こ
れ
は
狩
猟
に
因
ｔ
名
前
で
．

そ
の
語
源
は

「
■
路
」

（う
し
）
即
ち

兎
の
．
広
い
意
味
で
は
獣
の
通
り
路
と

ｔ
う
意
で
あ
る
．
一
「
の
人
た
ち
は
こ
こ

に
待
ち
伏
せ
し
て
兎
や
猪
な
ど
を
，

っ

た
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
獣
を

一
打

ち
」

「
射
ち
」
捕

一
た
の
で
．

「
う
つ

の
や
」
と
な

っ
た
の
た
と
も
き
く
．

先
日
．
知
人
の
選
縁
に
あ
た
る
と
い

う
娘
さ
ん
の
結
婚
式
に
招
か
れ
た
。
静

岡
の
出
だ
と
の
こ
と
。
ど
こ
か
と
問
い

た
ら
，
津
一ノ
谷
た
と
い
う
．
こ
こ
の
と

こ
ろ
出
来
づ
い
て
い
る
の
で

「
あ

‘

狸
が
出
た
と
こ
ろ
で
す
ネ
」
と
ｔ
っ
た

ら
え
ら
く
叱
ら
れ
た
‘
今
で
は
ト
ン
不

ル
も
三
つ
て
高
速
車
が
ス
イ
ス
イ
、
往

時
の
面
影
は
，
ぶ
山
も
な
い
と
い
う
。

安
倍
川
に
因
ん
で

い
ま
も
市
内
に
は

一
安
西
」
一
安
束
」

を
頭
文
字
と
す
る
町
字
名
メ
沢
山
■

っ

て
い
る
．
そ
れ
は
安
倍
川
の
西
と
東
の

地
域
を
大
別
し
て
名
前
を
つ
け
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
．

慶
長
＋
二
年
、
徳
川
家
康
が
曖
府
城

に
憶
居
す
る
以
前
の
安
倍
川
は
、
競
毅

山
の
度
を

一
と
廻
り
し
て
．
ｔ
す
の
大

岩
臨
済
寺
前
に
出
て
．
そ
れ
よ
つ
浅
畑

沼
に
注
ざ
．
し
川
に
沿
う
地
域
を
流
れ

清
見
潟
に
注
―
て
い
た
。

つ
い
で
に
巴
川
と
ｔ
う
名
の
起
―
．

往
”
は
水
旦
，
く
．
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の

堰
の
下
流
あ
た
０
で

「
う
す
ま
き
」
し

て
い
て
．
そ
の
様
子
が
あ
た
か
も
巴
の

よ
う
で
あ

っ
た
か
ら
と
い
う
．
な
お
巴

川
の
支
流
．
横
雄
川
の
堰

の
水
メ
流
れ

落
ち
て
ｔ
た
と
こ
ろ
に

一
水
落
」
の
名

を
産
ん
た
．

「
籠
■
」
と
は
、
安
倍
川
の
よ
流
が

賤
機
山
の
鷲
に
撃
突
し
て
■
●
を
洸
ｔ

流
す
の
を
防
ぐ
た
め
瑞
竜
寺
の
単
山
附

近
に
沢
山
の
蛇
籠
を
設
け
た
こ
と
か
ら

こ
の
地
の
名
と
な

っ
た
．
こ
の
あ
た
り

を
ま
た

一
籠
の
鼻
」
と
も
呼
ん
だ
．

大
宝
の
キ
、
安
倍
市
メ
ロ
か
れ
た
と

い
わ
れ
る
今

の
静
両
市
の
西
南
附
近
を

一
川
辺
」
と
い
う
．
　
一
安
倍
川
の
あ
た

０
」
の
地
と
い
う
に
ど
の
意
か
。

「
か

青

木

静

男

３
回
）

大
部
会
と
い
う
砂
漠
の
中
で
、
ふ
と

し
た
折
に
同
郷
者
と
め
ぐ
り
あ

っ
た
り

そ
こ
ま
で
ゆ
か
な
く
て
も
、
な
に
か
の

刷
り
物
な
ど
に
故
拠
の
市
や
町
の
名
を

見
い
だ
し
た
と
き
、
な
ん
と
も
い
え
な

い
懐
し
さ
と
獄
び
を
来

っ
た
こ
と
は
誰

で
も

一
度
や
二
度
は
あ
る
だ
ろ
う
。

幼
し
頃
か
ら
■
に
し
て
ｔ
た
町
の
名

前
は
そ
の
こ
ろ
の
楽
し
い
思
い
て
や
悲

し
い
思
い
で
と
結
び
つ
い
て
す
ぎ
去

っ

た
音
の
夢
に
も
ぅ

一
度
ひ
き
も
と
し
て

く
れ
る
。
今
度

の
同
恣
会
議
は
ヽ
る
さ

と
特
集
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に

国
ん
だ
い
ろ
い
る
な
話
が
の
っ
て
ｔ
る

が
、
こ
こ
で
は
私
た
ち
が
よ
く
き
く
静

同
市
内
の
町
の
名
前
を
い
く

つ
か
ひ
ろ

っ
て
そ
の
山
来
を
た
●
わ
て
見
た
い
．

こ
の
面
で
は
市
内
在
住

の
鈴
木
雄
蔵

氏
が
深
い
研
究
を
さ
れ
て
お
り
．　
一
町

名
の
画
来
」
と
い
う
本
も
谷
島
屋
か
ら

出
し
て
い
る
。
す
べ
て
を
と
，
あ
げ
た

の
で
は
大

へ
ん
な
数
に
な
る
。
静
岡
が

も
と
域
下
町
だ

っ
た
こ
と
か
ら
武
家
屋

敷
の
屋
形
町
な
ど
城
に
関
す
る
も
の
は

見
当
が

っ
く
し
、
職
業
に
因
み
呉
服
類

の
販
売
は
呉
服
町
に
な
ど
説
明
し
な
く

て
も
わ
か
る
よ
う
な
も
の
は
省
き
．
面

白
そ
う
な
も
の
だ
け
を
選
ん
だ
。

会
議
に
学
術
論
文
で
も
あ
る
よ
い
し

多
少
の
主
観
や
冗
談
も
ま
せ
て
書
い
て

見
る
．
順
序
は

「
静
岡
」
と

「
長
容
町
」

を
の
ぞ
き
全
く
の
不
同
で
あ
る
。
町
名

の
由
来
を
折
角
説
明
し
て
み
て
も
、
大

火
や
空
理
に
よ
る
区
画
整
理
な
ど
や
住

居
表
示
の
実
施
に
と
も
な
い
、
既
に
失

わ
れ
た
も
の
や
．
失
わ
れ
て
ゆ
く
も
の

が
あ
る
の
は
本
し
い
こ
と
だ
が
、
こ
れ

も
時
の
流
れ
で
仕
方
あ
る
ま
い
．

静
　
岡

日
本
人
を
倭

（
や
ま
と
―
大
和
）
民

族
と
称
〓
．
倭
の
文
字
は

「
や
ま
と
」

「
し
づ
」

「
わ
」
な
ど
と
も
読
む
。
昔

ア
イ
ヌ
人
の
住
ん
で
い
た
こ
の
地
方
、

小
流
平
野
の
工
、
即
ち
賤
機
山
の
ふ
も

と
に
倭
女
“

（
シ
ブ
リ
）
を
繊
る
倭
女

布
部
た
ち
が
，
，
住
ん
で
．
狩
猟
を
主

と
す
る
非
生
産
的
な
ア
イ
ヌ
民
族
と
物

々
交
換
を
行
な

っ
て
伸
良
く
生
活
し
て

い
た
。
倭
文
布
と
は
、
指
や
ス
を
利
用

し
て
繊

っ
た
市
、
倭
文
“
部
と
は
こ
れ

を
級
る
技
能
を
も

つ
職
人
、
後
文
機
と

は
織
機

の
こ
と
で
あ
る
．
静
岡
も
古
く

は
繊
物
の
産
地
で
あ

っ
た
。
元
服
織
村

は
縞
村
物

の
．
元
麻
機
村
は
麻
繊
物
の

で
き
る
地
と
し
て
こ
の
名
が
あ

っ
た
．

倭
は
賤
に
通
す
る
．
こ
の
よ
う
に
山

.0

J

格
あ
る
倭
女
布
も
ヽ
つ
し
か
疑
の
大
学

と
代
り
、
賎
機
山
や
理
機
村
の
名
と
な

０
た
．
だ
か
ら
餞
接
山
は
元
来

「
倭
機

山
」
と
，言
く
べ
き
ヽ
の
で
あ
る
。

慶
応
四
年
、
徳
川
家
達
が
宗
家
を
つ

ぎ
．
駿
府
を
Ｅ
班
と
き
め
た
と
き
、
老

臣
た
ち
は
こ
れ
を
機
会
に
従
来
か
ら
の

駿
”

の
名
を
何
か
新
し
い
よ
０
名
に
改

め
よ
う
と
相
談
し
．
賤
機
山
の
名
に
因

み
賤
が
丘
と
決
め
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
駿
府
学
問
所
頭
の
向
山
黄

村
か
ら

「
い
か
に
賎
機
山
に
因
む
と
は

い
。
て
も
賊
し
ｔ
丘
で
は
ど
う
か
？
そ

れ
よ
っ
も
賤
を
静
に
．
■
を
岡
に
ヽ
え

静
同
と
し
た
ら
」
と
の
中
出
が
あ
り
．

一
謙
な
く
こ
れ
に
決

っ
た
。
即
ち
倭
が

燿
と
変
０
そ
の
臨
が
静
と
な

っ
て
０
ま

の
飾
日
の
市
名
県
名
と
な

っ
た
の
で
あ

る
．
私
の
名
は
、
静
岡
で
生
れ
た
男
の

子
だ

っ
た
の
で
静
男
と
つ
け
ら
れ
た
の

だ
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
賤
，

の
ほ
う
が
あ
た

っ
て
い
る
の
か
も
．

長

谷

町

母
校
の
あ
る
町
だ
。
こ
の
地
に
は
昔

駿
河
の
国
庁
の
庁
屋
が
あ

っ
た
。

「
ち

ょ
う
や
」
で
あ
る
か
ら
長
谷
の
文
字
を

当
て
は
め
て
、
こ
れ
を

「
は
せ
」
と
証

ま
せ
た
の
だ
と
い
う
■

に
ん
と
に
、
ほ

ん
Ｌ
？
一　
¨
な
い
が
．
全
く
知
ら
な
か

ｏ
た
て丸

　
子

と
ろ
ろ
■
で
有
名
な

「
ま
っ
こ
」
か

l
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し

お
べ
」
な
ど
と
読
ん
だ
ら
グ
メ
．
私
の

生
れ
た
の
は

「
川
辺
三
友
町
」
。

一
川
越
町
」
と
は
江
戸
時
ヽ
、
安
倍

川
が
渡
渉
越
で
あ

っ
た
関
係
上
、
旅
人

た
ち
は
■
む
な
く
川
越
人
足
の
手
を
借

っ
て
渡
河
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ

の
人
だ
や
川
越
の
仕
事
を
司
る
役
人
ら

の
住
ん
だ
地
と
し
て
こ
の
名
が
あ
る
．

七

間

町

今
の
商
業
は
特
然
な
も
の
以
外
は
自

由
に
開
業
で
き
る
が
往
時
は
特
許
商
人

制
度
で
ぁ
っ
．
こ
れ
を

，
座
」
と
い
●

た
。

「
座
席
」
つ
ま
り

「
売
場
」
と
い

う
意
で
あ
る
．
米
座
．
油
座
．
茶
座
．

魚
座
．
塩
座
．
続
座
等
数
え
上
げ
れ
ば

数

々
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
商
品
の
主
な

る
も
の
七
種
類
を
挙
げ
て
こ
れ
を
ｔ
座

と
呼
ん
だ
。
今
川
氏
時
ヽ
よ
う
徳
川
氏

初
期
に
か
け
た
腋
府

の
豪
商
は
呉
服
町

一
，
日
の
絹
商
友
野
宗
著
で
、
人
び
と

は
こ
れ
を
友
野
座
２
●
ん
だ
。

そ
の
友
野
氏
は
七
座
の
長
と
し
て
ヽ

官
屋
数
を
賜

っ
た
か
ら
彼
の
，
む
と
こ

ろ
に
七
間
町
の
名
を
産
き
に
至

っ
た
．

理
富
を
い
え
ば
．
七
座

つ
ま
り
七
軒
の

長
の
住
を
屋
歿
と
い
う
こ
と
か
ら
見
れ

ば
七
軒
町
と
書
く
べ
き
だ
ろ
う
が
、
そ

れ
を
０
ま
で
は
七
間
町
と
書
く
．

七
問
町
と
い
え
●
呉
服
町
と
と
も
に

市
内
き

っ
て
の
繁
〓
衛
で
あ
る
。
私
に

と

っ
て
は
小
学
校

の
こ
ろ
の
通
学
路
で

も
あ

っ
た
。
電
気
館
、
立
花
館
な
ど
と

い
う

「
活
動
」
を
や
る
と
こ
ろ
が
あ

っ

た
。
世

の
中
が
今

の
よ
う
な
風
測
で
あ

っ
た
な
ら
下
校
の
帰
途
に
で
も
き

っ
と

の
そ
い
て
い
た
に
ち
が
―
な
い
．

梅

日

町

こ
れ
は
町
内
で
旅
籠
星

「
本
籠
」
を

営
ん
で
い
た
人
の
星
号
が
町
名
と
な

っ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
町
は
七
閂
町
か

ら
状
に
は
，
つ
た
所
で
．
〓
は

「
機
七

間
駒
」
と
も
呼
び
、
お
茶
星
が
あ

つ
た

か
ら

「
茶
屋
町
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

こ
の
町
に
梅
屋
大
郎
右

ュ
門
と
い
う

旅
宿
が
あ

っ
た
。
慶
安
四
年
、
山
丼
正

言
は
．
江
戸
支
の
総
大
将
と
し
て
丸
橋

忠
弥
を
残
し
．
全
丼
半
兵
衛
ら
を
大
阪

に
向
わ
せ
自
ら
は

一
部
の
先
発
隊
を
率

い
て
駿
府
に
下
０
久
能
山
に
，
て
こ
も

っ
た
。
天
下
に
号
今
し
よ
う
と
し
て
七

月
二
十
四
日
夜
駿
府
に
着
き
、
茶
屋
町

梅
屋
太
郎
右

〓
円
方
に
投
宿
し
た
。
し

か
し
こ
の
と
き
既
に
江
戸
表
で
は
陰
謀

が
発
覚
し
．
正
雪
ら

一
行
の
投
宿
先
を

佐
索
し
て
ｔ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ

た
。
翌
靱
町
４
■
所
に
出
頭
を
求
め
ら

れ
て
い
た
が
、
仕
度
に
こ
と
よ
せ
て
捕

方
を
待
た
せ
白
刃
し
た
．

梅
尾
町
の
名
は
こ
の
梅
屋
太
郎
右

エ

門
の
星
号
に
因
む
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
梅
屋
は
謀
反
人
を
泊
め
た
罪
を
と
わ

れ
て
間
も
な
く
と
，
つ
ぶ
さ
れ
た

こ
の
町
に
は
ズ
の
友
人
が
住
ん
で
い

て
よ
く
暮
を
打
ち
に
つ
く
の
に
つ
い
て

い
っ
た
が
．
お
日
ぁ
て
は
そ
こ
の
女
の

子
と
遊
ぶ
こ
と
で
．
暮
が
も

っ
と
な
が

び
け
に
よ
い
の
に
と
思

っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。

伝
馬
町

・
人
信
町

駿
府
に
お
け
る
旅
●
者
の
宿
、
即
ち

旅
籠
屋
敷
町
は
伝
馬
町
で
あ
る
が
．
人

宿
町
は

一
般
旅
を
者
を
対
象
と
す
る
信

嵐
町
で
は
な
く
旅
商
人
を
泊
あ
る
宿
屋

が
あ
っ
た
か
ら
こ
の
名
と
な
っ
た
．

本
通
り
と
新
通
り

慶
長
十
二
年
、
家
康
メ
駿
府
城
の
大

拡
築
工
事
を
行
な

っ
た
際
、
安
倍
川
の

水
を
薬
科
川
に
，
流
さ
せ
た
，
．
こ
の

た
め
手
越
よ
り
府
中
に
渡
る
波
”
を
ｔ

ま
の
本
通
り
の
下
流
に
，
し
た
。
こ
れ

に
従

っ
て
新
た
に

「新
通
り
」
を
設
け

た
た
め
こ
れ
以
前
の
東
海
道
の
本
通
，

は
新
設
の
新
通
り
に
移
さ
れ
江
戸
時
代

の
東
海
道
ｌｉ
こ
の
新
通
つ
が
本
道
と
な

り
、
本
通
っ
は
そ
の
裏
街
道
的
存
在
と

な

っ
た
。
な
お
、
い
ま
の

「
本
通
０
」

は
昭
和
八
、
九
年
の
頃
安
倍
川
橋
に
直

通
す
る
よ
う
に
略
線
を
拡
築
変
更
さ
れ

た
も
の
で
江
戸
時
代
の
本
通
つ
で
は
な

く
三
百
年
を
経
て
再
び
本
通
り
が
東
海

道
の
重
要
路
線
に
戻

っ
た
の
で
あ
る
．

居
住
者
に
因
ん
で

「■
大
夫

・
平
屋

・
爬
右
術
円

・
エ

川

・
新
ケ
谷
‘
町
〓
　

そ
れ
ぞ
れ
土
太

夫

・
平
月
来

・
藤
右
衛
門

・
江
川
大
郎

左
衛
門

・
新
谷
右
近
が
住
み
、
量
贅
が

あ

っ
た
か
ら
．

た
わ
い
な
い
理
由
で

「丼
官

・
仲
明
‘
町
」
　

そ
れ
ぞ
れ

ヽ
社
丼
官
神
社

・
神
明
官
が
本
●
さ
れ

て
い
た
か
ら
に
よ
る
。

「
水
道
町
」
　

安
借
川

一
番
水
道
の

根
元
に
あ
り
、
市
内
の
月
水
は
こ
こ
か

ら
と
り
い
れ
ら
れ
て
い
た
。

「オ
松

・
末
広

・
豊
原

・
春
口
を
町
」

慶
事
を
寿
ぎ
．
将
来
の
発
展
を
，
念
し

て
．「
日
山

・
旭

・
栄
‘
町
」

市
の
ロ

の
出
に
当
る
位
地
に
あ
る
な
ど
、
日
の

出
の
勢
い
を
も

っ
て
繁
栄́
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
。

「泉
町
」
　

を
か
し
こ
の
辺
は
清
い

泉
が
種
と
な

っ
て
流
れ
て
い
た
。
　
・

「鳥
見
肛
」
　

小
鳥
が
沢
山
矢
ま
る

所
と
い
う
意
で
、
こ
の
附
近
で
カ
ス
・ヽ

網
を
よ

っ
て
鳥
を
捕

っ
た
と
い
う
。

「相
生
町
」
　
町
民
口
と
も
に
町
の

発
展
を
期
す
る
こ
と
を
念
し
て
。

「音
羽
町
」
　

音
羽
山
清
水
寺
の
名

に
国
ん
で
と

っ
た
。

「
黒
金
町
」
　

駅
の
近
く
．
鉄
道
は

い
う
ま
で
も
な
く
、
列
車
の
主
要
部
分

は
黒
金
つ
ま
―
欽
冽
で
つ
く
ら
れ
て
い

た
か
ら
。
異
色
も
の

「拮
榎
川
」
　

そ
の
昔
、
徳
川
家
康

在
城
当
時
、
キ
リ
ン
タ
ン
の
信
者
千
人

の
首
を
斬

っ
た
叶
．
そ
の
血
が
こ
の
川

に
流
れ
込
み
川
水
が
措
梗
の
花
の
よ
う

で
あ

っ
た
か
ら
．

「
緑
町
」
　

こ
の
地
に
上
足
洗
の
小

学
一月
本
で
あ
り
．
そ
の
氏
神
の
あ
る
と

こ
ろ
を
青
木
の
森
と
よ
ん
で
い
る
．
住

民
は
新
町
名
を
き
め
る
と
き
．
こ
の
青

木

の
名
と
離
れ
た
く
な
ｔ
と

思

っ
た

が
．
而
内
に
は
す
で
に
青
木
町
な
ど
あ

り
、
外
来
者
を
迷
わ
す
も
と
に
な
る
こ

と
を
も
考
え
た
。
町
役
員
は
知
Ｌ
を
し

ほ
０
青
と
責
色
で
緑
と
な
り
、
緑
は
青

よ
り
出
て
一月
よ
り
も
更
に
美
し
い
か
ら

と
こ
の
名
に
な

っ
た
．

ア
イ
ヌ
語
に
よ
る
も
の

賤
機
山
の
麓
に
ア
イ
ヌ
民
族
が
住
ん

で
ヽ
た
こ
と
は
先
に
も
ち
ょ
っ
と
ふ
れ

た
が
、

ア
イ
ヌ
語
か
ら
出
た
と
思
わ
れ

る
も
の
も
多

い
．

Ｃ
有
度
は
オ
ト
ク

（実
出
）
か
ら
転

じ
た
も
の
②
ヤ
チ

（
沼
沢
）
転
し
て
谷

津
に
Ｃ

ヨ
コ
ン

（横
内
）
は
■

の
集
ま

る
と
こ
ろ
の
点
④
ク
サ
ベ
カ
は
渡
，
場

を
意
味
し
て
草
深
に
Ｃ
断
崖
の
市
沢
地

が
ク
ソ
ャ
チ
で
査
谷
と
Ｃ

フ
チ
■
、
ウ

ン
．
ナ
イ
は
猟
人
の
小
屋
の
●
で
草
薙

の
も
と
と
い
っ
た
具
合
．

町
名
の
由
来
に
つ
し
て
書
き
出
せ
ば

き
り
が
な
い
。
ま
た
学
問
的
な
こ
と
を

い
い
は
し
あ
る
と
前
争

の
も
と
に
も
な

る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
説
も
あ
る
と
い

う
Ｅ
い
意
味
で
記
さ
れ
た
も
の
も
，

ｔ

こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
．

し
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や

ぶ

き

た

あ

っ
た
と
思
う
。

僕
は
内
攻
的
性
格
で
友
達
も
少
な
か

っ
た
が
、
大
村

・
長
岡

・
〓
初
三
君
な

ど
と
は
交
遊
が
あ

っ
た
。
中
で
も
居
初

君
の
タ
ッ
プ
ダ

ン
ス
は
、
当
時
物
珍
ら

し
さ
も
あ

っ
て
か
今
で
も
あ
ぎ
や
か
な

記
憶
と
し
て
■

っ
て
い
る
」

―
―
静
中
卒
業
後
に
つ
０
て
―
―

二

浪
し
て
支
丙
に
ス

っ
た
が
．
メ
ル

ト
神
学
に
提

っ
て
．
そ
れ
の
研
究
に
没

頭
し
．
そ
の
た
め
独
語
は
本
職
の
仏
語

よ
っ
く
わ
し
く
な
る
仕
末
だ

っ
た
。
僕

は
変
っ
種
で
、
大
学
は
千
葉
医
大

へ
進

ん
だ
が
、
試
験
も
そ
ん
な
わ
け
で
独
語

で
受
け
た
」

―

―
凛
藤
不
は
？
―

―

一
読
書
と
い
う
か
．
書
評
を
見
て
ド
ッ

サ
リ
買
ｔ
，
み
、
十

っ
端
か
』
読
ん
で

い
る
が
．
最
近
で
は
山
頭
火
に
熟
中
し

て
い
る
。
あ
と
は
■
■
先
生
の
影
響
も

あ

っ
て
．
今
で
も
給
奎
を
に
ぎ

つ
て
お

り
、
ま
た
、
山
登
り
は
毎
日
曜
の
よ
う

に
山
か
ら
沢
か
ら
歩
き
廻

っ
て
い
る
」

そ
う
言

っ
て
、
山
頂
に
立
つ
写
真
を

見
せ
て
く
れ
た
の
で
、
近
影
を
皆
に
紹

介
す
る
か
ら
と
借
用
し
て
同
家
を
群
し

た
．一
男

一
女
を
お
持
ち
で
、
長
女
は
す

で
に
他
家
に
嫁
し
．
二
児
を
も
う
け
て

い
る
と
の
白
。
長
，
は
現
在
東
京
医
大

に
在
学
中
．
■
在
地
は
東
京
都
北
区
上

十
条
二
―
二
七
―

一
ｔ
　

　

（庵
原
）

■

日

筒

亮

（
り
回
）

外
業
は
静
岡
の
代
表
的
な
産
業
で
あ

０
ま
す
。
全
国
の
五
割
の
五
万
ト
ン
を

生
産
し
、
七
割
近
く
住
上
加
工
し
て
い

る
．
こ
れ
に
気
候
風
土
が
お
茶
に
適
し

て
し
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た
牧
之
原
に

み
ら
れ
る
よ
う
な
明
治
淮
新
後
の
血
の

に
し
む
よ
う
な
開
墾
な
ど
と
も
に
、　
一

生
を

「茶
」
の
発
展
に
つ
く
し
た
人
々

が
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
ヽ
．

そ
の
一
人
に

一
や
ぶ
き
た
」
と
０
う

品
種
を
Ｌ
に
出
し
た
杉
山
彦
三
郎
氏
が

い
る
。

「
や
ぶ
き
た
」

（煎
茶
用
、
茶

農
林
六
〓
）
．
栞
の
品
種
と
い
え
ば
．

「
や
ぶ
き
た
」
と
い
わ
れ
る
に
ど
で
．

全
国
品
雹
茶
国
の
八
五
％
を
占
め
て
い

る
．
杉
山
彦
三
郎
．　
一や
ｒ
き
た
」
が

な
か
っ
た
な
ら
ば
、
今
日
の
茶
業
の
繁

栄
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
彼
の
胸

像
が
駿
府
公
園
内
に
あ
り
、
そ
の
業
績

を
た
た
え
て
い
る
．

杉
山
彦
三
郎
氏
は
安
政
四
年
七
月
五

日
．
静
同
県
安
倍
都
有
度
村
中
吉
田

一

五

現^
静
岡
市
）
に
■
ま
れ
た
。
家
は

十
五
へ
も
つ
づ
い
た
土
地
の
漢
方
‘
て

か
た
わ
ら
幾
業
と
造
り
酒
屋
と
を
兼
ね

て
い
た
．
彦
三
郎
本
人
は

「学
間
が
あ

ま
り
好
き
で
な
い
の
で
、
医
者
の
ほ
う

壼
弟
に
ゆ
ず
り
、
茶
業
に
携
わ
る
こ
と

に
し
た
」
と
い
ｏ
て
い
る
。
彼
は

一
優

良
な
製
茶
は
良
好
な
生
業
で
な
く
て
は

得
ら
れ
な
い
」
と
い
う
信
念
で
、
茶
の

品
色
改
良
に
情
熱
を
か
た
０
け
て
，
っ

た
。明

治
十
年
ご
ろ
か
ら
．　
ス
タ
ー
ト
を

し
．
明
治
三
二
年
に
メ
ン
デ
ル
の
法
則

が
再
発
見
さ
れ
、
品
種
改
良

へ
の
応
用

が
実
現
し
、
彼
の
経
験
と
感
に
よ
る
品

極
改
良
も

一
世
と
能
率
化
し
た
。
百
年

前
．
大
き
く
な

っ
て
い
る
栞
の
本
を
掘

り
出
し
、
そ
こ
へ
集
め
て
き
た
茶
の
本

を
植
え
た
り
、
唄
さ
え
ら
れ
ば
と
こ
ろ

か
ま
わ
ず
茶
の
畑
の
中
を
歩
き
ま
わ
り

き

ょ
ろ
き

ょ
ろ
と
日
を
光
か
ら
せ
て
め

に
し
い
木
を
探
し
廻
わ

っ
て
い
た
。
そ

ん
な
姿
を
み
て

「
い
た
ち
の
杉
山
」
と

い
う

〓
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
ち
ょ
う
だ
い
し

た
。東

畑
に
入

っ
て
．
茶
の
栞
の
色
八

・

形
状

・
校

の
節
間
の
長
さ
．
さ
ら
に
生

の
業
を
か
ん
で
味
を
み
る
。
■
み
を
感

じ
る
の
を
残
し
た
．

（あ
ま
り
に
業
を

か
ん
だ
た
め
に
歯
を
わ
る
く
し
て
し
ま

っ
た
と
述
優
し
て
ｔ
る
）

こ
う
し
た
基
準
と
良
い
経
験
か
ら
生

ま
れ
る
●
感
メ
大
き
く
働
い
て
次
か
ら

次

へ
と
新
し
い
品
種
を
育
て
た
。
そ
の

数
お
よ
そ
数
百
類
と
０
わ
れ
る
。

「
や

ぶ
き
た
」
「
こ
や
に
し
」
「
ろ
く
ろ
う
」

「
や
え
に
」

の
四
昴
種
が
そ
れ
ぞ
れ
農

林
省
登
録
品
種
に
採
用
さ
れ
た
。

■
は
選
抜
し
た
極
子
を
中
林
と
い
う

地
名
の
竹
や
ぶ
を
開
墾
し
て
播
越
し
．

そ
の
実
上
の
な
か
か
ら
二
個
体
を
選
抜

し
、
北
側
を
や
ぶ
の
北
だ
か
ら

一
や
ぶ

北
」
と
し
．
市
側
を

一
や
ぶ
南
」
と
し

た
。

「
や
ぶ
き
た
」
の
ほ
う
が
よ
０
の

て
．

ニ
ア
ー
ル
の
不
同
を
つ
く

っ
た
の

は
昭
和
二
年

の
と
き
で
あ

っ
た
。

中
生
で
，
勢
が
強
く
、
多
収
で
品
質

が
す
ば
ら
し
く
．
強
ｔ
香
，
と
優
千
な

“
味
が
特
徴
で
あ
る
．
■
在
．
国
や
＝

の
茶
業
試
験
場
や
民
問
育
種
家
で
口旺
“

改
良
に
つ
と
め
て
い
る
が
．

「
や
〓
き

た
」
以
上
の
も
の
が
出
て
い
た
い
の
が

■
よ
で
あ
る
。

（参
考
文
献
　
杉
山
彦

三
郎
令
伝

・
静
岡
県
入
業
会
議
所
掟
）

五
四
回
各
期
便
り

紙
面
の
都
合
で
‘
期
使
つ
欄
に
掲
よ

て
き
な
ｔ
こ
と
を
お
記
び
す
る
。

今
回
か
ら
五
四
回
生
を

一
人
ず

つ
訪

問
し
、
そ
の
優
の
様
子
を
話
し
合

っ
て

普
を
思
０
出
す
手
ち
る
に
し
よ
う
と
思

い
．
第
二

回
は
同
し
町
に
，
む
平
■

一

郎
君
を
訪
れ
る
こ
と
に
し
た
。

あ
る
晴
れ
た
日
曜
日
の

一
日
、
十
条

駅
前
に
鴛
え
る
三
階
建
鉄
筋

コ
ン
ク
，

―
卜
十
条
診
療
所
に
平
ホ
君
を
訪
問
し

た
．二
隋
の
応
接
室
で
待

つ
間
も
な
く
、

音
に
変
ら
ぬ
童
板
・て
，
が
現
わ
れ
た
．

早
速

一
問

一
客
に
工
ぶ
．

―
―
平
林
君
は

一
年
の
二
学
期
．
二
恕

に
文
ふ
か
ら
転
校
し
て
来
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。
入
力
車
夫
の
か
ぶ
る
縁
が

ビ

ン
と
張

つ
た
学
幅
の
責
公
子
然
と
し

た
風
狐
と
府
立
四
中
と
い
う
こ
と
に
成

圧
感
を
感
し
た
も
の
だ

っ
た
．
―
―

―

浄
中
時
へ
の
思
い
出
と
い
っ
た
ら

ど
ん
な
こ
と
？
―

―

「
あ
ま
り
思
い
出
と
い
っ
て
な
い
が
．

賃
体
の
宿
題
で
土
佐
先
生
に
絵
を
褒
め

ら
れ
て
貼
り
出
さ
れ
た
時
ｌｔ
う
れ
し
く

て
．
そ
れ
が
あ
ら
ぬ
か
今
で
も
絵
を
趣

来
に
し
て
い
る
。
本
告

・
古
米
地
山
■

生
な
ｒ
、

人
間
形
成
に
大
ｔ
に
影
響
が

「
僕
の
生
ま
れ
は
乏
で
、
父
が
営
林
署

長
と
し
て
静
岡
べ
転
動
し
た
の
で
、
僕

も
静
中

へ
転
校
す
る
こ
と
に
な

っ
た
．

官
合
は
．
た
し
か
武
徳
殿
の
脇
で
県
総

務
部
長
官
合
の
隣
だ

っ
た
」

,

、 _」

|

(12)
1

●
ヽ
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`し

静

中

の

こ

ろ

は
．　
そ

の
貧

弱
な
知
識
を
た
よ
り
に

草
草
紙
に
と
つ
つ
ｔ
て
み
る
こ
と
に
し

た
。
本
版
刷
う
の
う
え
に
，
書
体
．
草

書
体
が
多
ｔ
か
ら
．
は
し

め

の
う

ち

は
、
随
分
、
難
行
昔
行
で
あ

っ
た
が
．

そ
の
う
ち
に
会

々
に
読
あ
る
よ
う
に
な

り
、
何
し
ろ
絵
入
り
小
説
だ
か
ら
挿
絵

に
よ
る
理
解
も
手
伝

っ
て
．　
終

い

に

は
、
大
抵
記
み
こ
な
せ
る
よ
う
に
な

●

た
．
宇
い
．
読
あ
る
は
ず
は
な
ｏ
と
高

を
く
く

っ
て
い
た
父
親
の
干
渉
か
ら
は

え
が
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
．

大
塚
信
乃
と
浜
路
の
ま
れ
な
恋
に
世

き
．
勇
壮
な
方
流
閣
上
の
決
戦
に
若
き

血
を
躍
ら
さ
れ
た
も
の
だ
。
余
談
な
が

ら
．
親
メ
せ

っ
か
ら
だ

っ
た
の
か
．
子

ど
も
の
私
の
方
が
せ

っ
か
ら
だ

っ
た
の

か
、

ニ
タ
月
早
く
生
ま
れ
て
し
ま

っ
た

八
月

ッ
児
の
私
は
、
未
熱
児
は
―
男
の

児
は
女
の
児
と
し
て
．
安
の
児
は
男
の

児
と
し
て
■
に
育
て
る
と
育
つ
と
，
う

逃
信
か
ら
五
歳
の
お
祝
い
ま
で
お
河
童

に
校
布
を
着
せ
ら
れ
た
た
め
、
殊
に
、

信
乃
は
無
縁
に
は
思
わ
れ
な
か

っ
た
．

そ
れ
に
し
て
も
、
伏
姫
と
０
い
、
浜
路

と
い
い
、
お
両

・
擁
衣
と
い
い
．
と
う

し
て
．
こ
う
、
女
の
ひ
と
は
非
業
に
死

ん
だ
０
し
て
不
幸
な
の
だ
ろ
う
と
．
子

ど
も
心
に
も
可
哀
相
に
思
え
て
な
ら
な

か
っ
た
．

児
雷
也
こ
と
尾
形
周
馬
の
墓
の
忍
術

や
、
自
縫
姫
の
蜘
蛛
の
●
術
は
、
さ
ほ

了

し

ど
肺
く
も
な
か

っ
た
け
れ
ど
．　
一
日
合

源
氏
」
の
足
利
光
氏
と
責
Ｓ
が
道
行
を

し
て
．
ψ
れ
寺
で
責
，
が
物
の
■
に
襲

わ
れ
る
事
な
ど
あ

っ
た
末
に
の
ど
を
，

き
、
母
親
の
東
雲
も
そ
の
後
を
追

一
て

切
腹
す
る
所
な
ぞ
は
．
の
ち
に
耽
読
す

る
よ
う
に
な

っ
た
泉
鏡
花
の
作
品
の
場

面
を
見
る
よ
う
で
．
何
や
ら
ん
物
凄
き

が
感
し
ら
れ
た
。
国
貞
の
繊
細
な
挿
絵

に
も
魅
せ
ら
れ
た
．

生
ま
れ
つ
い
て
の
意
地

っ
張

つ

か

ら
．
中
学
時
代
の
新
間
小
説
の
に
か
は

小
説
ら
し
ｔ
小
説
を
読
ま
す
に
終

っ
た

が
、
高
等
学
校
に
入

っ
て
ダ
親
の
読
書

の
禁
が
解
け
る
と
．
文
字
ど
お
つ
欣
喜

雀
躍
．
古
今
も
東
西
も
問
わ
す
．
小
説

彙
由
の
類
を
ル

っ
端
か
ら
読
み
あ
き

つ

た
。
乱
読
に
次
ぐ
濫
読
で
あ

っ
た
。
そ

う
し
た
小
証
乱
記
の
中
に
も
．
江
戸
文

学

へ
の
志
向
は
根
強
く
残
う
．
後
に
大

学
に
進
ん
で
、
徳
川
時
ヽ
刑
罰
史
の
修

ら

「
演
劇
に
現
わ
れ
た
犯
罪
と
刑
罰
の

研
究
」
を
や
ら
か
そ
う
と

志

し

た

の

も
、
少
年
時
代
、
草
草
紙
を
読
ん
だ
．

江
戸
好
み
の
影
響
で
あ
る
こ
と
は
否
め

な
い
。
が
、
世
の
中
は
，

々
お
の
れ
の

思
う
が
ま
す
に
は
い
か
ぬ

も

の
と

み

え
、
検
事
で
あ

っ
た
祖
父
の
遺
言
で
そ

の
後
私
は
検
事
の
道
を
進
ま
ぎ
る
を
得

な
く
な

っ
た
が
、
か
ね
て
望
み
の
、
演

劇
に
現
わ
れ
た
犯
罪
と
刑

罰

の
研

究

は
、
や
メ
て
、
研
究
が
趣
味
と
な
り
．

趣
沐
が
道
楽
と
堕
し
た
け
れ
ど
、
コ
在

も
、
芝
日
の
実
証
を
調
べ
た
て
．
そ
れ

ヽ
今
に
残
る
も
の
と
て
は
墓
ぐ
ら
い
し

か
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
基
探
し
に

う
つ
つ
を
抜
か
し
て
い
る

と

い

う

の

も
．
〓
え
ば
．
か
の
草
草
紙
を
読
ん
だ

せ
い
に
組
違
な
い
．
〓
と

い

っ
た

っ

て
．
・景
人
の
、
孝
子
の
と
い
う
そ
れ
て

は
な
い
。
火
付
け

・
盗

ぅ
人

・
人
殺
し

・
心
中
者
に
強
訴
に

一
揆
、
ａ
計
で
ヽ

割
の
思
い
敵
討
た
れ
の
方
の
業
探
し
．

頼
ま
れ
も
せ
０
の
に
千
■
も

一
Ｔ
、
日

指
す
お
基
を
，
し
当
て
た
と
き
の
う
れ

し
さ
は
．
何
に
馨
よ
う
も
な
い
．
蜀
山

人
も
一一一［
う

「
裏
几
」
な
る
こ
の
道
楽
．

お
の
れ
が
暮
に
入
る
ま
で
は
到
抵
や
み

そ
う
に
な
い
。
こ
れ
も
そ
れ
、
幼
少
に

培
わ
れ
た
る
好
き
不
可
き
．
雀
百
ま
で

の
類
と
で
も
い
う
べ
き
か
。
（弁
護
士
）

コ

ン

ト

ラ

ス

ト

お
ん
な
親
だ
け
だ

っ
た
の
で
中
学
の

初
め
か
ら
大
衆

・
恋
愛
小
説
を
読
み
ふ

け

っ
た
．
長
戸
先
輩
と
は
な
ん
た
る
迫

い
。
そ
し
て
坊
主
に
な

っ
た
。　
一
年
■

の
一員
の

「
愛
染
か
つ
ら
」
が
出
だ
し
．

「新
橋
駅
」
の
く
た
り
は
空
ん
し
た
。

私
の
通
″
で
は
な
か
す
の
神
父
た
ち
が

「
旅
の
夜
風
」
を
歌
う
こ
と
に
な

っ
て

い
る
。
三
年
生
ご
ろ
か
ら
は
明
治

・
大

正
，
学
全
隼
。
ま
せ
た
作
■

で
ネ

コ
に

呼
ｒ
れ
た
こ
と
も

（
“
期
青
木
静
，
）

長
　
一戸
　
寛
　
美

（４
口
）

わ
が
家
は
．
父
親
が
非
常

に
や
か
ま

し
く
て
、
中
学
に
な
学
の
間
中
小
説
と

い
う
も
の
を
読
ま
せ
て
も
ら
え
な
か
っ

た
。

「少
年
■
楽
部
」
や
、
妹
た
ち
の

た
め
に
［貝
っ
て
あ

っ
た
「少
女
倶
業
部
」

の
よ
う
な
雑
誌
類
は
証
ん
で
い
た
が
、

い
わ
ゆ
る
小
説
と
名
の
つ
く
も
の
と
し

て
は
、
桜
非
忠
温
の

「
内
弾
」
と
徳
富

虚
花
の

「自
然
と
人
生
」
の
中
に
収
め

ら
れ
て
い
た

「灰
儘
」
ぐ
ら
い
し
か
証

ん
だ
記
憶
が
な
い
。

「灰
儘
」
は
、
西

南
戦
争
余
話
と
ｏ
っ
た
も
の
で
．
の
ち

に
、
中
野
英
治
と
夏
川
静
江
の
主
演
で

映
画
化
さ
れ
た
。

仕
方
が
な
い
か
ら
、
高
山
一樗
牛
な
ど

の
評
諭
も
の
を
主
と
し
て
読

ん

で

い

た
。
，
年
生
の
と
き
で
あ

っ
た

か
、

「成
吉
思
汗
は
源
義
経
に
あ
ら
ぎ
る
の

読
」
な
ど
と
い
う
、
つ
ま
ら
な
い
件
女

を
書
い
た
り
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

の
長
い
上
涯
返
味
と
ヽ
え
ば

「読
昔
」

と
言
う
し
か
能
の
な
い
私
に
と

っ
て
．

当
時
も
本
を
読
む
し
か
ズ
し
み
が
な
か

っ
た
に
追
い
な
い
か
ら
、
そ
の
円
ぎ
き

れ
た
精
神
的
な
飢
渇
を
何
も
の
か
で
理

め
合
わ
さ
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
ん

な
と
き
．
・窮
余
の

一
策
と
い
う
か
．
吉

し
ま
ぎ
れ
に
考
え
つ
せ
た
の
が
自
宅
の

納
戸
の
隅
に
し
ま
い
込
ん
で
い
た
●
草

狐
類
を
読
む
こ
と
で
あ

っ
た
．

■
母
は
．
二
十
歳
前
後
の
こ
ろ
．
信

州
小
諸
一藩
の
奥
方
付
の
祐
筆
を
し
て
い

て
、
そ
の
江
戸
詰
め
の
折
に
で
も
買
い

矢
あ
た
も
の
か
、
草
草
紙
の
，
が
か
な

り
沢
山
残

っ
て
い
た
。

「
南
総
■
兄
入

大
●
」

・
「
児
雷
也
物
語
」

・

「
自
縫

物
語
」

・

「
浅
閂
嶽
」

・
「
態
紫
円
台

源
氏
」
な
ど
で
あ
る
。
「
入
大
体
」
は
、

滝
沢
烏
４
の
も
の
で
は
な
く
、
弟
子
メ

ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
的
に
適
当
に
Ｅ
統
崎
述

し
た
も
の
の
よ
う
で
あ

っ
た
が
．
　
一
田

合
源
氏
」
の
方
は
、
ホ
ン
モ
ノ
の
柳
亭

種
´
件

・
■
波
亭
国
貞
画
く
も
の
で
あ

っ
た
。
た
だ
、
必
ず
し
も
皆
全
篇
揃
い

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
が
残
念

で
あ

っ
た
。
小
学
校
高
学
年
の
こ
ろ
か

ら
．
大
叔
母
に
変
体
仮
名
を
歌
わ

一
て

若
■
の
仮
名
女
学
を
知

っ
て

，

た

●

(13)
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ヽ

の
ひ
け
た
あ
と
と
、
秋
深
く
に
集
ま
っ

て
い
る
。
今
年
は
十

一
月
十

一
日
、
場

所
は
，
橋
の
大
洋
．
い
つ
も
大
て
い
十

五
人
ぐ
ら
い
。
六
＋
人
全
部
に
案
内
状

を
＝
す
と
出
欠
の
返
事
は
半
分
ぐ
ら
い

戻

っ
て
く
る
。
欠
席
て
も
．
是
非
ゆ
き

た
い
が
の
っ
び
き
な
ら
な
ｔ
”
事
で
残

念
―
が
大
半
。あ
と
は
な
し
の
つ
ぶ
て
。

場
所
が
し
ょ
う
ち
ゆ
う
変
る
の
も
、
出

か
け
る
の
に
お
っ
く
う
の

一
原
因
か
と

こ
れ
か
ら
は
太
洋

一
本
槍
で
ゆ
く
。
活

魚
料
理
と
う
な
ぎ
の
店
。
駅
の
近
く
だ

か
ら
足
も
便
利
。
な
に
よ
り
も

，
マ
さ

ん
が
県
立
出
て
、
三
輸
君
と
は
小
学
校

の
と
さ
か
ら
の
た
た
ち
と
い
う
こ
と
が

よ
し
み
．
集
ま
つ
の
と
き
に
限
ら
ず
、

ｔ
つ
寄

っ
て
も
同
期
の
も
の
が
誰
か
は

必
ず
い
る

―
‥
ま
さ
か
そ
こ
ま
で
は
無

理
か
も
知
れ
な
い
が
、
ゆ
け
ば
仲
間
の

動
静
が
す
０
わ
か
る
よ
う
に
、
し
ゃ
れ

た
帳
両
メ

一
冊
お
い
て
あ
る
。
誰
で
も

好
き
な
こ
と
を
書
け
る
。
勿
論
”
期
以

第
＋
入
回
静
中
五

一
会
が
去
る
六
月

十

一
日
静
岡
市
浅
間
神
社
赤
鳥
丼
前
の

魚
機
ブ
リ
ン
ス
会
館
で
開
催
さ
れ
二
＋

九
名
の
参
加
者
が
あ
り
．
東
京
か
ら
も

原
崎
郁
平
君
‥
森
弘
君
．

〓
，
Ｅ

利

男

君
．
機
塚
駿
吉
君
．
林
盛
次
君
と
古
丼

蔵
の
六
名
が
出
席
し
、
楽
し
い

一
夜
を

語
り
合
い
●
情
を
温
め
ま
し
た
。

席
上
静
中
創
立
百
周
年
記
念
事
業
資

金
募
集
に
就
い
ア
、

日
頃
静
剛
に
於
て

五

一
会
の
世
話
後
を
さ
れ
ご
音
労
を
か

け
て
居
る
狩
野
君
を
始
め
と
し
て
．
佐

野
君
．
牧
野
君
の
‘
総
務
委
員
及
び
暮
一

金
委
員
の
市
原
君
．
実
行
委
員
の
疋
野

■
が
中
心
と
な
り
、
一詳
細
な
募
金
状
況

の
報
告
と
今
後
の
募
集
活
動
に
つ
し
て

相
談
が
か
け
ら
れ
た
．
そ
し
て
在
京
の

東
京
五

一
会

メ
ン
メ
ー
に
も
強
力
な
る

支
援
の
よ
頼
が
あ
り
ま
し
た
．
之
に
答

ま
し
た
山
で
す
。
斯
様
に
各
卒
業
川
の

中
で
も

ス
ピ
ー
ド
と
金
額
の
双
方
と
も

―

′
ブ
ク
ラ
ス
の
成
結
を
挙
げ
得
た
■

は
、
工

一
回
の
イ
業
■
イ
世
が
■
界
第

．
紅
で
活
“
さ
れ
て
■
る
●
動
力
が
■

■
し
た
も
の
で
、
面
日
足
如
た
る
も
の

が
あ
，
ご
同
度
の
ま
り
で
す
．

来
年
は
け
校
創
立

一
〇
●
周
年
記
念

八
共
が
十
月
七
日
円
催
さ
れ
．
こ
の
記

念
す
べ
き
式
人
の
言
び
を
眼
の
あ
た
り

に
見
る
技
を
■

つ
こ
と
は
、
事
業
上
に

と

っ
て
■
●
と
な
ｔ
至
福
の
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
■
っ
ま
す
。

（古
丼
■
）

五
四
回

（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）

五
九
回

少
な
く
と
も
年
に
二
回
は
互
い
に
顔

を
見
せ
０
お
う
と
も
う
こ
と
で
．
総
合

世
ｌｔ
草
野
球
の
は
な
や
か
０
し
．
私

の
草
野
●
を
報
告
し
ま
す
。

小
学
校

・
中
学
校

・
高
校
と
を
通
じ

て
内
野
し
か
し
た
こ
と
の
な
い
私
が
．

や

っ
と
ビ

ツ
チ
十
１
を
や

っ
た
の
が
草

野
，
で
す
。
大
学
に
入

っ
て
一
三

〓
一午

後
、
あ
る
テ
ー
ム
に
順

ま
れ
、
メ

ッ
ト

片
手
に
出
か
け
ま
し
た
。
ビ

ッ
チ
ー
ー

外
の
人
で
も
。
そ
れ
に
し
て
も
今
私
は

県
■
の
同
ｔ
上
と

一
“
に
会
を
ひ
ら
く

計
画
だ

っ
た
が
、
抑
手
側
が
■
に
す
ん

で
？
し
ま

つ
た
と
か
で
オ
ジ
ー
ソ
●

こ

の
と
し
て
は
り
の
ほ
う
が
■
■
た
し
に

も
お
く
れ
？
を
と
る
と
ｔ
う
こ
と
か
．

来
年
を
ズ
し
み
に
。
当
■
の
出
席
．
加

藤
、
川
日
、
小
化
、
磯
“
、
長
●
川
．

清
水
．
三
笥
、
福
地
．
朝
比
奈
、
杉
本

厚
、
奥
沢
．
一■
木
．
　

（背
本
市
場
）

七
九
回

と
吉
井
茂
が
在
京
４
●
に

一
月
の
応
崚

を
依
頂
致
し
ま
し
た
．
静
岡
よ
つ
の
五

一
会
募
金
委
員
よ
っ
の
報
告
に
よ
れ
ば

割
当
額
を
三
十

一
％
も
オ
ー
バ
ー
し
て

去
る
九
月
二
十
日
に
学
校

へ
納
入
出
来

老
い
．
お
き
と
り
ま
だ
と
い
つ
た
感
●

ど
ん
な
人
が
来
る
の
か
、
背
を
あ
け
て

見
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
の
で
、
Ｌ
話

役
も
ブ
ラ
ン
を
た
て
に
く
か

っ
た
が
、

と
も
か
く

一
応
き
め
た
と
こ
ろ
に
む
か

っ
て
歩
き
だ
し
、
登
う
だ
し
て
見
る
こ

と
に
し
た
．

■
霊
沢
ま
で
バ
ス
で
三
十
分
．
日
的

五

一
回

の
■
回
，
十
■
の
早
原
■
■
■

文通 新橋駅鳥森口下■(1分 )

ハ
イ

キ

ン

グ

十
月
十
六
日

（
旧
）
ま
た

一
つ
の
新

し
，
試
み
と
し
て
奥
，
痒
の
入
門
部
方

前
に
＾
イ
キ
ン
′
を
や
っ
た
．
全
く
の

ュ
晴
．
九
人
そ
こ
そ
こ
の
参
加
者
た
と

ざ
ｔ
て
ｔ
た
が
、
十
時
、
武
蔵
五
日
市

駅
に
集
ま
っ
た
の
は
二
十
人
ぐ
ら
い
．

●習 ロ

カ

ー
ト

新 橘 駅
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不
足
と
過
去
の
経
歴
か
ら
．
す
ぐ
ビ

ッ

チ
ャ
ー
で
四
番
。
そ
し
て
ピ

ッ
チ
ャ
ー

と
し
て
の
第

一
求
を
セ
ン
タ
ー
前
に
打

た
れ
ま
し
た
。
草
野
球
の
高
度
さ
に
あ

を
み
は
っ
、
そ
の
あ
と
は
力
投
し
、
初

登
板
を
完
封
勝
利
で
か
ざ
り
ま
し
た
。

■
友
が
び

っ
く
り
す
る
よ
う
な
直
球
を

な
げ
、
せ
ん
ぜ
ん
ま
が
ら
な
い
カ
ー
プ

を
投
げ
．
数
々
の
勝
利
に
貢
訳
し
て
き

ま
し
た
．

最
近
の
流
行
に
お
く
れ
ま
い
と
、
三

十
に
し
て
ピ

ッ
チ
ャ
ー
マ
ウ
ン
ド
に
立

´́
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　
＾
工
の
と
ま

る
よ
う
な
直
球
を
な
け
、
滝
の
よ
う
な

ヵ
ｌ
プ
を
投
げ
る
よ
う
に
な
つ
．
ま
た

ま
た
．　
ニ
ー
ス
で
四
番
で
す
．
盗
基
を

す
れ
ば
内
離
れ
を
し
、
全
治
三
週
間
で

し
た
。
秋
の
夜
な
が
を
グ
ラ
ス
片
手
に

大

っ
た
腹
を
さ
す

っ
て
ヽ
ま
す
。
で
は

ま
た
。
　
　
　

　
　
　

（上
田
尚
亮
〉

υ

一
●
一ヽ
′
・

一
´
■

一

言
―
―
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鐘
乳
洞
を
見
物
し
た
り
、
ゆ

っ
く
り
，

当
を
食
べ
た
つ
、
な
か
に
は
さ

っ
そ
く

チ
ビ
リ
チ
ビ
リ
や
る
も
の
も
出
た
．

「
完
遂
０
」
に
は
赤
ち
ゃ
ん
を
背
負

っ
て
豊
る
人
も
し
て
元
気
な
と
こ
ろ
を

■
露
し
た
。
石
段
ば
か
つ
と
い
う
わ
け

で
も
な
く
、
と
に
か
く
標
高
千

メ
ー
ト

ル
近
く
の
山
に
の
に

っ
た
の
だ
か
ら
、

ま
ァ
ま
ァ
の

ハ
イ
キ
ン
グ
だ

つ
た
と
ｔ

え
る
。

「
Ｔ
組
」
は
帰
途
、
片
辺
あ
る

き
な
ど
も
加
え
て
第
ニ
ラ
ウ
ン
ド
と
気

取

っ
た
。
二
つ
の
組
が
こ
れ
で
な
き
わ

か
れ
に
な

っ
た
わ
け
で
は
な
ヽ
．
帰
つ

し
な
に
よ
川
の
”
の
ロ
ッ
ジ
で

「
よ
板

焼
」
と
し
ゃ
れ
こ
み

「
遅
組
」
と
再
び

会
う
こ
と
に
な

っ
て
，
る
の
だ
。
“
期

背
木
者
の
世
話
で
．
カ
ト
リ
ッ
ク
教
全

の
施
設

「
“
川
ｔ
」
の
広
間
を
占
，
Ｉ

う
し
た
。

「
早
組
」
ｌｉ
内
な
ど
焼
き
あ
げ
て
．

“
間
を
件
と
う
と

ｔ
う
ス
勝
な
こ
と
で

あ

っ
た
が
、
は
や
ば
や
と

一
杯
や

っ
た

た
め
御
機
嫁
に
な
る
と
と
も
に
面
倒
に

な

っ
て
気
持
だ
け
。
そ
う
さ
で
願
―
を

出
そ
う
か
な
ど
と
冗
談
を
い
っ
て
い
る

う
ち
に

「
遅
組
」
の
到
着
．
鉄
板
台
を

三
つ
囲
ん
で
飲
ネ
食
い
が
は
し
ま
る
．

自
己
紹
介
や
，
通
の
言
び
あ
い
や
唄
な

ど
．
あ
と
は
お
し
て
知
る
べ
し
．
ビ
ー

ル
の
追
加
を
注
●
し
た
０
．
残

っ
た
食

べ
も
の
を
出
し
あ

っ
た
０
、
お
そ
く
な

る
旨
、
家
に
電
話
し
た
り
で
証
も
帰
ろ

地
は
日
の
出
山
。
登
山
日
の
案
内
板
を

見
た
だ
け
で

「と
て
も
駄
日
だ
」

「
も

の
足
り
な
い
」
な
ど
と
は
や
く
も
も
め

た
。
登
山
と
い
う
よ
り
は
、
お
浅
間
さ

ん
の
百
■
を
の
ぼ
る
よ
う
な
も
の
、
途

中
の
彗
乳
洞
ま
で
来
て
六
人
ほ
ど
が
、

「も
う
結
構
」
と
い
う
事
に
な

っ
た
。

行
程
に
し
て
三
分
の

一
ぐ
ら
い
の
と
こ

ろ
か
。
急
に
調
子
づ
く
も
の
も
せ
て
、

大
半
は
更
に
登
う
だ
し
た
が
、
お
の
づ

か
ら

一
足
■
に
帰
る

「
残
念
組
」
と
あ

く
ま
で
や
る

「
完
遂
組
」
と
の
二
つ
に

分
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

「
残
念
組
」

は
時
間
も
充
分
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

う
と
す
る
も
の
な
し
。
秋
の
日
の
暮
れ

る
の
も
知
ら
ず
、
気
が
つ
い
た
と
き
は

外
‐■
ま

っ
く
ら
．

そ
れ
で
も

一
人
千
日
、
子
ど
も
は
ロ

＾
．
茂

っ
た
分
は
４
人
に
茨
葉
づ
つ
配

る
ス
ナ
ッ
プ
写
真
代

に
あ
て
る
な
ど
の

余
俗
も
み
せ
た
。
ま
た
来
年
も
の
声
で

解
散
は
ｔ
叶
ご
ろ
。
み
な
無
す
に
家
に

着

ｔ
た
か
ど
う
か
。
　

　

（
青
木
記
）

な
お
第
四
回
大
会
は
来
若
の
予
定
で

す
が
．　
コ
ー
ス
そ
の
地
の
都
０
で
過
去

三
回
共
平
日
行

っ
て
い
る
ん
が
、
参
加

者
が
限
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の

で
．
■
様
の
御
協
力
を
得
て
．
何
と
か

体
曰
開
催
を
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ

つ
多
く
の
ゴ
ル
フ
エ
好
者
に
御
参
加
販

え
る
為
、
良
い
お
知
恵
が
あ
り
ま
し
た

ら
せ
ひ
”
事
迄
お
闊
か
せ
下
さ
い
。

（
“
回
幹
事
記
）

ヽ 日の出山● |秋川′ヽイキング

ゴ

ル

フ

去
る
＋
月
六
日
、
秋
時
れ
の
好
天
に

恵
ま
れ
、
安
日
正
弥
氏

（
“
回
）
の
御

好
意
に
よ
つ
、
伊
豆
大
●
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
天
工

・
箱
根

コ
ー
ス
・
１８
ホ
ー

ル
・
バ
ー
２７
に
於
て
、
第
二
回
印
肩
会

（静
中
静
高
関
東
同
な
会

一́
ル
フ
会
の

要
私
）
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
、
参
加
者
′

″■

特
に
今
回
は
安
口
夫
人
．
後
颯
エ

枝
女
Ｌ

（
■
回
）
の
応
援
参
加
も
あ
り

和
気
お
々
の
内
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
を
御
報
告
●
し
上
げ
ま

す
。
優
勝

・
望
月
成
能
君

（
”
国
）
Ｔ

Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｌ
８５
、
Ｈ

・
Ｄ
ｌ４
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
，１

ベ
ス
グ
●
、
ド
ラ
コ
ン
共
、
準
優
勝
、

石
本
明
君

（
Ю
回
〉
ド
ラ
コ
ン
共
．
第

二
位
、
小
林
な
三
君

（
“
回
〉
、　
一
ヤ

ピ
ン
・
ま
原
ヽ
■
者

（
“
回
）
山
田
恒

男
言
＾
η
回
）
に
力
本
政
之
君

（
η
回
）

岩
波
勝
ス
君
（
２
回
岩
波
信
平
氏
長
男
〉

老
雄
石
割
Ｆ
氏

（
“
口
）
も
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ａ

Ｌ
Ｗ
で
堂
々
第
九
位
入
賞
．

江
の
島
会

十
月
二
十
二
日
．
恒
例
の
工
の
島
会

が
新
装
成

っ
た
江
の
島

「
ゑ
び
す
屋
」

大
広
間
で
催
さ
れ
た
。

秋
晴
れ
の
好
天
、
潮
民
も
ス
や
か
な

工
の
島
に
李
家
会
ｉ
以
下
神
奈
川
‘
仁

の
同
窓
生
及
び
柳
川
関
東
同
省
会
副
会

長
他
ｒ
事
が
集
―
．
来
賓
に
鈴
木
同
窓

会
力
長
、
鈴
木
同
幹
事
長
及
び
吉
川
母

技
々
長
等
を
迎
え
会
計
四
十
二
名
の
賑

や
か
な
会
と
な
っ
た
。
中
に
紅

一
点
七

一
回
の
後
藤
■
枝
さ
ん
が
満
緑
蔵
な
ら

ぬ
自
髪
中
に
華
や
か
な
形
つ
を
添
え
て

フ
ジ
サ
マ
達
を
喜
ば
せ
た
。

三
時
半
開
会
、
李
家
会
長
及
び
来
賓

の
挨
拶
に
続
き
最
ｔ
輩
三
四
回
原
武
夫

氏
の
音
頭
で
屹
率
懇
規
会
に
入
っ
た
。

途
中
会
場
ゑ
び
す
昼
会
長
三
五
回
の

永
野
清
氏
に
対
し
新
築
及
び
本
日
の
初

使
用
を
祝
し
て
同
級
生
畔
柳
安
雄
氏
が

会
を
ヽ
表
し
て
花
東
を
贈
り
永
野
氏
よ

(15)

金
罐鰈

一餞
．●
¨

機
構
一

′
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′
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第 4号 ＾
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り
謝
辞
が
ぁ
っ
拍
手
を
浴
び
た
。

余
興
に
入

っ
て
四
二
回
の
丼
川
先
輩

の
年
号
入

一
高
寮
歌
集
、
高
山
樗
＋
平

相
口
論
の
暗
称
．
さ
て
は
村
松
幹
事
の

ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
付
流
行
歌

か

ら

奇

術

「
時
刻
及
び
吋
問
厳
守
」
と
あ
り
ま
し

た
）
が
ｔ
時
と
な
り
．
例
に
よ
つ
ｉ
山

応
援
団
長

・
望
月

コ
ン
グ
ク
タ
ー
の
指

４
で
，
歌
を
大
合
唱
、
統
い
て
万
■
三

唱
を
行

っ
て
解
ま

し
た
。

こ
の
後
．
同
証
会

・
■
●
〓
等

々
盛

で
ぁ

っ
た
由
。

（
正
三
日
月
兄
笙
記
）

四
〓
日
の
ヽ
表
″
事
で
あ
り
、
本
会

計
，
当
時
か
ら
御
尽
力
下
さ
い
十
し
た

山
内
良
之
氏
は
、
病
気
の
為
入
院
中
の

所
、
入
月
二
＋
日
，
念
に
も
逝
去
さ
れ

ま
し
た
●

誕
し
ん
で
仰
ｈ
た^
を
お
●
，
い
た
し

ま
す
。

支
部
助
成
金
を
求
め
て
い
た
訳
で
は
な

い
の
で
、
そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は

辞
退
す
べ
き
で
あ
る
等
の
強
硬
意
見
メ

あ
う
熱
心
に
討
議
し
た
。

結
論
と
し
て
は
本
部
と
の
間
に
首
脳
会

議
を
行

っ
て
当
方
の
真
意
を
理
解
せ
し

あ
る
事
に
努
め
．
そ
の
結
論
を
待

っ
て

取
扱
う
事
と
し
た
．

次
で
懇
親
行
事
と
し
て
秋
千
ゴ
ル
フ
会

等
の
実
行
を
決
め
．
ゴ
ル
フ
は
大
仁
Ｃ

・
Ｃ
に
て
行
ぅ
事
と
し
た
。
又
．
新
名

簿

・
会
報
の
発
送
を
打
令
せ
た
．

九
月
九
日
　
幹
事
会

ト
ッ
ス
プ
ム
ー
ア
に
三
十
三
名
集
会
．

先
日
四
三
回
幹
事
山
内
良
之
氏
が
逝
去

さ
れ
た
事
に
関
し
同
回
幹
事
西
沢
純
二

氏
よ
っ
報
告
が
あ
つ

一
同
黙
祷
し
て
冥

福
を
，

っ
た
．

宮
沢
会
長
出
張
中
の
為
柳
川
副
会
長
よ

り
挨
，
が
あ
り
、
会
報
第
四
号
の
発
行

に
関
し
報
告
及
び
原
稿
依

頼

が

あ

っ

た
．
次
で
懇
規
行
事
の
中
十
月
六
日
の

ゴ
ル
フ
会
及
び
十
月
十
六
日
の

＾
イ
ヤ

ン
グ
会
の
計
画
説
明
が
あ
り
、

釣
の
会

の
提
案
が
あ

っ
た
が
時
期
的
に
無
理
が

あ
る
の
で
来
年
と
し
た
。

文
、
村
松
監
事
よ
り
十
月
二
十
二
日
開

催
の
こ
の
島
会
に
つ
い
て
説
明
が
あ

つ

声
　
を

■
部
が
で
き
て
二
年
に
な
っ
ま
す
。

親
に
の
催
し
も
世
話
人
の
活
躍
で
そ
れ

な
り
の
効
果
を
お
さ
め
、
そ
の
他
の
足

ど
っ
も
定
着
し
つ
つ
あ
っ
ま
す
が
、
同

時
に
色
ヽ
ろ
な
批
判
も
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ゴ
ル
フ

Ｉ
Ｆ
雀

・
釣

り
も
結
構
で
す
が
、
も

っ
と

一
般
の
人

が
楽
し
ん
だ
つ
或
い
は
女
性
や
家
族
ぐ

る
み
の
こ
と
も
考
え
て
の
企
画
な
ど
．

そ
の
他
み
な
さ
ま
の
声
を
お
よ
せ
く
だ

さ
い
。

前
回
の
会
，
第
三
■
で

「
な
か
ま
」

雨

一
”
竜
爪
全
の
こ
と
・
の
執
筆
者
名

加
納
敏
氏
は
狩
野
敏
氏
の
誤

り

で

し

た
，
世
し
ん
で
お
わ
び
中
し
―
げ
ま
す

と
共
に
訂
正
ユ
し
ま
す
。

そ

の
後

の
支

部

活

動

六
月
三
日
　
総
会

総
会
記
事
は
別
掲
の
通
，

七
月
入
口
　
幹
事
会

ト
ッ
メ
ン
ム
ー
ア
に
三
千
五
名
集
合
。

総
会
報
告
の
後
本
部
の
今
年
度
事
業
の

一
つ
で
あ
る
女
部
助
成
金
の
取
つ
扱
ｔ

に
つ
ヽ
て
審
議
し
た
．

開
貰
同
窓
会
と
し
て
は
先
年
来
同
４
会

全
体
の
会
費
体
ヌ
と
徴
収
方
法
に
つ
い

て
問
題
掟
起
し
て
日
た
所
で
あ
る
が
．

編

集

後

記

今
年
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
．

も
う
来
年
の
事
を
言
っ
て
も
．
と
い
う

訳
で
、
今
回
は
百
年
条
と
■
郷
特
集
に

し
て
見
ま
し
た
。
皆
様
の
お
声
を
伺
ｔ

度
い
と
存
じ
ま
す
。

今
回
も
亦
応
原
．
〓口
木
．
飯
日
、
■

日
の
各
委
員
の
方
■

に
御
尺
力
頂
き
ま

し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

（月
■
■
記
）

会
　
報

（第
四
号
）

昭
和
γ
年
１２
月
“
口
　
発
行

編
集
人
　
月
見
ユ
得
知
郎

発
Ｆ
所
　
静
“

・
静
高

関
東
向
窓
会

印
刷
所
　
庵
原
印

刷

所

江 の ル 全 於ゑび・す屋

U

:

ヽ .■

十
月
六
ロ
　
ゴ
ル
フ
会

―
月
十
六
日
　
本
イ
キ
ン
グ
会

，
■
の
計
細
別
場
の
通
り
。

詞

　

　

す

お

わ

び

鵞

（
ほ
ん
と
う
に

「
奇
」
で
し
た
）
に
至

る
実
演
入
余
奥
教
室
に
、
若
き
後
輩
連

中
少
々
〓，
気
を
抜
か
れ
た
態
。

会
は
愈
々
興
に
入
り
、
時
間
を
忘
れ

て
、
六
時
の
予
定

（案
内
状
に
は
特
に

|



宝石直愉入元

株式会社 貴 信 貿 易
|● (67回 )1曝取締● _  屋

fr,c,'*lj6HE tE 5 u- a

/4t)aI^slg
TEL 03 835-3?85 (f\,i)

建築設計・管理

曇惑ユニオン設計センター

イ咳取締役 成 岡 英 彦 (07回 )

一級建築事務所登録7425号

東京都新宿区西新葎 -1-9 規格ビル
TEI.03-"3-8604(代 表)

インガ印スポーツ周品総発売元

株式会社 北村スポーツ

常務取締役 り|1 上  岡|| 二 (67回 )

東京都中央区東日本格2-10-3
TEl. 03-S13-2931く ヽま)

総合広告代理店

株式会社 ア ド プ ロ
代表取締役 朝 1ヒ奈  正  三 (67口 )

東京都中央区銀座1-15-6銀座NSビル4僣
TEL 03-663-1921〈

`ヽ

表)
米国事業部
イリノイ州シカゴ市ウエストスクール有η31

ジャ′`ンビジネスサービス社内

′

レヽ

/

ヽ
"

建築設計・監理

取締役会 長 奥  野   孝 (53口 )
取締 役社 長 奥  野   進 (56口 )
取締役副社長 吉  り|1 善  吉 (56回 )
本 社 東京都台東区寿 2-5-12 カ1瀬 ビル
TEL 03-342-6831(イ 表ヽ)

静岡事務所 静岡市安束 2-8-14
TEL 0542-46‐-9378

建築●ソサルタント・設計施●業務

建築に関する御相談 |よ御気軽に

株式会 社 大  雄
取 締 役 社 長 奥  野  孝 〈53口 )
取締役営業部釉 奥  野   広 く58回 )

本社 東京都合東区東上野2-18イ 共同ビル10階
TEL 03-834-5331(代 表)

内,・ 外科・推形,い |・
"●
■・放,I燎

`I人間 ドツク

わつ   かん

熱
浣

「
■ 所

TEL

函  病  院
小  坂   博 (67回)
熱海市春日町12-2

0557-―S3-3 1 3 1

店鵠向外去I事

店頭広告全般

東洋テルミー株式会社
営業部長 塩  沢   俊 (6,回 )

東京都中央区日本橋浜町 2-9-5
TEl. 03-667-7551(代 表)

新東京印刷株式会社

代表取締役 板: 原1 由 :=(“回)

東京都中央区八T堀 2-1-7
神鋼ビル

TE L 03-553-8981(代表)

伊豆大仁カントリークラブ

伊豆大仁開発株式会社
代表取締役 石 橋 正 秋
取締役,配人 安 田 正 弥 (“回)

静岡県回方郡大●●浮橋字市松坂1198-1

TEL O,58-76-2401(代 :表)

彗瑶奥野建築設計事務所



し

トッパン・ムーア株式会社

株式会社 講   談   社

取締役社長 野 間 省 一 (“回)

東京都文京ス苦 羽 2-12-"
TEL(946)1111(大 代表)

保険代理業 G別総合代理店)

株式会社 京 華 商 会
敏

智

本

関

岡
今

取締4社長
専務取締役

タミ(32回 )

吉 (47回 )

本店 東京都千へ田区大手町2-2-l TEL(241)7751

分室 東京都千ヽ口1^丸ノ内3-3-l TEL(211)'831
大阪支店 大阪市東区工路町1-12 昭米ビル内

TEL 06-201-3224

合同酒精株式会社

取締役団社長 堀   豪  三 (44回 )

東京都中央区銀座 6-2合同ビル

TEL(571)8641(大代表)

新 日本証券株式会社

東京都中央区日本橋 1-1■ 10

TEL(273)2311〈 大代表)

鈴 与 株 式 会 社

取締綽 長 鈴 木 与 平 (“口)

清水 市 入船 町 3丁 目12

TE L 0643)53-3111く大{ヽ表〉

株式会社 東  電  社
取締役社,i岩 波 信 平 (42回 )

東京都 中央 区 日本橋 2-121

TEL(″ 1)2701(大代表)

本国技研工業株式会社

取締御 社長 り11島 喜 八 郎 (52回 )

東京都渋谷区神宮前 6-27●

TEL(499)0111(大代表)

日本 レーベル印刷緊

ft*effie H + +-EE (s?E)

本 社 誨 岡 市 目 吉 田 645
TE L 054'(o2)1111(へ)
東 京 中央区京橋 1-2越前屋ビル
TEL 03(27の 4651〈代)

取締夜社長 宮 澤 次 郎 (42口 )

東京都千代田区神口駿河台 1-6
TEL(295)2411(大 Fヽ :表)

凸版印刷株式会社

東京都台東区台東 1-5-1
TEL(833)2111〈 大R表)

取橘 脚 社長 大  石   厳 (5徊 )


